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火災発生概況　救急・救助出場概況

近年の火災
発生状況

出火件数 焼損面積等

死
者
負
傷
者

焼
損
棟
数

り
災
世
帯
数

り
災
人
員
数

建物

林
野
車
両
そ
の
他
合
計

床面積
（㎡）

表面積
（㎡）

林野
（ａ）

車両
（台）

損害額
（千円）全

焼
半
焼
部
分
焼
ぼ
や

消防本部管内

H29年 5 0 1 0 0 4 5 15 2,991 42 0 9 54,423 1 4 16 2 5

H28年 6 1 5 3 0 4 2 21 1,520 359 0 6 53,210 1 6 34 15 34

H27年 6 1 1 7 1 6 2 24 2,397 78 8 7 172,218 1 2 23 8 15

　

平
成
29
年
中
に
お
け
る
遠
軽
地
区
広
域
組

合
消
防
本
部
管
内
の
火
災
発
生
件
数
は
15
件

あ
り
、
内
訳
は
建
物
火
災
６
件
、
車
両
火
災

４
件
、
そ
の
他
の
火
災
５
件
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

町
ご
と
に
見
る
と
、
遠
軽
町
で
８
件
、
湧

別
町
で
５
件
、
佐
呂
間
町
で
２
件
の
火
災
が

発
生
し
、
５
月
に
計
６
件
の
火
災
が
相
次
い

で
い
ま
す
。

　

火
災
損
害
状
況
は
、
建
物
焼
損
床
面

積
２
９
９
１
㎡
、
建
物
焼
損
表
面
積
42

㎡
、
車
両
焼
損
台
数
9
台
で
、
損
害
額
は

５
４
４
２
万
３
千
円
と
、
大
変
貴
重
な
財
産

が
失
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
建
物
火
災
に

お
い
て
計
４
人
の
方
が
負
傷
し
、
５
月
に
は

そ
の
他
の
火
災
で
１
人
の
尊
い
命
が
失
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

建
物
火
災
の
う
ち
住
宅
火
災
は
１
件
で
あ

り
、
工
場
や
牛
舎
、
車
庫
な
ど
床
面
積
が
比

較
的
大
き
い
建
物
か
ら
火
災
が
多
く
発
生
し
、

延
焼
に
よ
る
損
害
も
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

火
災
の
原
因
と
し
て
は
、
ご
み
焼
き
か
ら

燃
え
広
が
っ
た
も
の
や
燃
焼
器
具
の
不
適
切

な
使
用
な
ど
の
人
為
的
ミ
ス
に
よ
る
も
の
が

多
く
、
適
正
な
ご
み
の
処
理
や
燃
焼
器
具
の

維
持
管
理
な
ど
を
行
い
、
火
災
に
至
ら
ぬ
よ

う
一
人
一
人
の
心
掛
け
が
必
要
で
す
。

　

生
命
、
身
体
及
び
財
産
を
火
災
か
ら
守
る

た
め
に
、
当
消
防
本
部
管
内
で
は
平
成
20
年

６
月
か
ら
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
を
義

務
付
け
、
間
も
な
く
10
年
を
迎
え
ま
す
。
昨

年
４
月
に
実
施
し
た
設
置
状
況
調
査
で
は
、

義
務
と
な
っ
て
い
る
寝
室
に
設
置
し
て
い
る

家
庭
は
69
％
で
あ
り
、
設
置
率
は
年
々
緩
や

か
に
向
上
し
て
い
る
も
の
の
、
依
然
と
し
て

全
道
平
均
の
71
％
よ
り
も
低
い
状
況
で
す
。

ま
た
、
約
半
数
の
世
帯
で
作
動
確
認
を
し
て

お
ら
ず
、
調
査
時
に
確
認
し
た
結
果
、
電
池

切
れ
や
故
障
し
て
い
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
後
、
当
消
防
本
部
管
内
と
し
て
は
、
よ

り
一
層
の
住
宅
防
火
対
策
の
推
進
、
火
災
予

防
啓
発
活
動
の
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
住

民
の
皆
さ
ん
一
人
一
人
の
防
火
意
識
の
高
揚

に
努
め
ま
す
。

■ストーブ
　ストーブの周りに燃えやすいものを
置いていませんか？適
正に使用できていま
すか？ストーブから火
災に至るケースは毎
年のように発生してい
ます！ご自宅のストー
ブを今一度、点検しま
しょう！

火
災
発
生
概
況

火
災
発
生
概
況

火
災
発
生
概
況

火
災
発
生
概
況

火
災
発
生
概
況

火
災
発
生
概
況

火
災
発
生
概
況

火
災
発
生
概
況

火
災
発
生
概
況

火
災
発
生
概
況

火
災
発
生
概
況

火
災
発
生
概
況

火
災
発
生
概
況

火
災
発
生
概
況

火
災
発
生
概
況

火
災
発
生
概
況

火
災
発
生
概
況

火
災
発
生
概
況

火
災
発
生
概
況

火
災
発
生
概
況

火
災
発
生
概
況

火
災
発
生
概
況

火
災
発
生
概
況

火
災
発
生
概
況

火
災
発
生
概
況

火
災
発
生
概
況

火
災
発
生
概
況

火
災
発
生
概
況

火
災
発
生
概
況

火
災
発
生
概
況

火
災
発
生
概
況

火
災
発
生
概
況

■電気
　差込口にほこりなどが蓄
積することにより、漏電を
起こし出火することがあり
ます。定期的に清掃を行い
ましょう！

■コンロ
　鍋を火にかけていることを忘れてし
まい、気づいたころ
には炎が上がり、火
災に至るケースが特
に多く発生していま
す。コンロから離れ
るときはしっかり火
を消しましょう！

■たばこ
　たばこの火種は、小さくてもくすぶ
り続け、数時間経過してから燃え上が
ることがあります。たばこの始末は喫
煙者のマナーです！

■火遊び
　ライターやマッチは子どもの手の届
かないところで保
管しましょう！小
さな子は好奇心旺
盛なので特に注意
しなければなりま
せん！

■放火・放火疑い
　家の周りに置かれた不用品やごみス
テーションなどに放火される火災が全
国各地で発生していま
す。普段から放火されな
い環境をつくりましょ
う！

平
成
29
年

6平成30年３月号



遠軽地区広域組合消防本部

救急出場件数 火災 自然
災害 水難 交通

事故
労働
災害

運動
競技

一般
負傷 加害 自損

行為 急病
その他

合計転院
搬送

医師
搬送

資機材
等輸送 その他

消
防
本
部
管
内

H29年
出場件数 3 0 1 92 30 20 245 2 14 981 255 0 0 5 1,648
不搬送人員 0 0 1 19 1 0 16 0 5 45 1 0 0 5 93
搬送人員 3 0 0 88 29 21 229 2 9 937 254 0 0 0 1,572

H28年
出場件数 5 0 0 86 24 13 228 2 10 977 234 0 0 5 1,584
不搬送人員 1 0 0 15 0 0 8 1 5 46 0 0 0 5 81
搬送人員 4 0 0 96 24 13 220 1 5 931 234 0 0 0 1,528

う
ち
遠
軽
町

H29年
出場件数 2 0 1 42 15 15 138 1 7 571 214 0 0 2 1,008
不搬送人員 0 0 1 11 1 0 11 0 2 23 0 0 0 2 51
搬送人員 2 0 0 35 14 16 127 1 5 548 214 0 0 0 962

H28年
出場件数 3 0 0 49 11 9 131 0 5 560 193 0 0 4 965
不搬送人員 0 0 0 6 0 0 6 0 2 26 0 0 0 4 44
搬送人員 3 0 0 63 11 9 125 0 3 534 193 0 0 0 941

■
救
急
出
場
の
概
況

　

平
成
29
年
中
に
お
け
る
救
急
出
場
件
数
は

１
６
４
８
件
、
搬
送
人
員
は
１
５
７
２
人
で

前
年
よ
り
出
場
件
数
が
64
件
増
加
し
、
搬
送

人
員
は
43
人
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
１
日
に
約
５
件
出
場
し
、
当
消

防
本
部
管
内
の
住
民
約
22
人
に
１
人
が
搬
送

さ
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

種
別
ご
と
に
み
る
と「
急
病
」が
最
も
多

く
、
９
８
１
件
と
全
体
の
60
％
を
占
め
て
お

り
、
次
い
で「
転
院
搬
送
」が
２
５
５
件
、「
一

般
負
傷
」が
２
４
５
件
の
順
と
な
っ
て
い
ま

す
。
平
成
29
年
度
の
救
急
出
場
件
数
は
統
計

を
取
り
始
め
て
か
ら
最
も
多
い
件
数
と
な
り

ま
し
た
。
そ
の
要
因
と
し
て
は
、
転
倒
な
ど

に
よ
る
一
般
負
傷
や
病
院
間
を
搬
送
す
る
転

院
搬
送
の
増
加
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
今
後
も
、

救
急
車
の
適
正
な
利
用
を
呼
び
掛
け
る
と
と

も
に
、
多
種
多
様
化
す
る
救
急
業
務
と
高
度

化
す
る
救
命
処
置
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
救

急
隊
員
の
教
育
を
充
実
さ
せ
、
迅
速
か
つ
円

滑
な
救
急
業
務
の
遂
行
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
で
は
、

道北ドクターヘリ出場件数 要請件数
出場件数

施設間搬送 緊急外来搬送 救急現場出場 合計

消防本部管内
出場件数

H29年 23 11 2 10 23

H28年 18 6 1 4 11
※要請件数と出場件数の差は、天候不良や別件出場によるものです。

救助出場件数 火災 自然
災害 水難 交通

事故 機械 建物 ガス
酸欠 破裂 その他 合計

消
防
本
部
管
内

H29年
出場件数 0 0 2 21 0 0 0 0 1 24
活動件数 0 0 2 11 0 0 0 0 0 13
救助人員 0 0 2 17 0 0 0 0 0 19

H28年
出場件数 0 0 0 14 0 0 0 0 2 16
活動件数 0 0 0 7 0 0 0 0 0 7
救助人員 0 0 0 7 0 0 0 0 0 7

平
成
29
年

１
１
９
番
通
報
時
に
現
場
で
救
命
処
置
が
必

要
と
判
断
し
た
場
合
、
電
話
に
よ
る
口
頭
指

導
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
救
命
率
の
向
上
に

は
、
救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
の
間
に
、
そ

の
場
に
居
合
わ
せ
た
人
が
救
命
処
置
を
行
う

必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

■
救
助
出
場
の
概
況

　

平
成
29
年
中
の
救
助
出
場
件
数
は
24
件
、

救
助
人
員
は
19
人
と
な
り
ま
し
た
。
前
年
と

比
較
す
る
と
出
場
件
数
は
８
件
、
救
助
人
員

は
12
人
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

事
故
種
別
ご
と
に
見
る
と
、
出
場
件
数
が

最
も
多
い
の
は「
交
通
事
故
」の
21
件
、
次
い

で「
水
難
事
故
」が
２
件
、「
そ
の
他
の
事
故
」

が
１
件
と
な
り
救
助
出
場
の
大
半
が
交
通
事

故
に
伴
う
も
の
で
し
た
。

　

近
年
、
災
害
や
事
故
は
ま
す
ま
す
複
雑
多

様
化
し
て
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
災
害
な
ど

に
的
確
に
対
応
す
る
た
め
、
訓
練
・
研
修
等

を
重
ね
、
よ
り
高
度
な
知
識
・
技
術
の
習
得

に
努
め
、
救
助
体
制
の
充
実
・
強
化
を
図
り

ま
す
。

平
成
29
年

救
急
・
救
助
出
場

概
況
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存続に向け石北本線沿線の魅力を発信
特急車内で特産品を販売

　オホーツク圏活性化期成会では、存続が危ぶまれている
石北本線の魅力を発信するとともに利便性を向上するため、
12月からの週末などに特産品の車内販売を行っています。
　このうち、１月27日と２月３日、４日には遠軽町石北本
線利用促進協議会が特急オホーツク１号と大雪４号の遠軽、
網走間に乗り込み「瀬戸瀬温泉水」で入れたコーヒーや「かぼ
ちゃ団体」をモチーフにしたせんべいなどを販売。１月27日
のオホーツク１号では佐々木町長も先頭に立ち、乗客にメ
ニューを手渡しながら石北本線の存続を呼び掛けました。
　群馬県から夫婦で旅行に来たという乗客の方は、購入した
コーヒーとパンを受け取り「車内販売が無くなったので、こ
ういうサービスはうれしいです。特に地元のものというのが
良いです。これからも北海道にはできるだけ旅行に来たいの
で、石北本線も残してほしいです」と話していました。

大会成功のために良い環境を
FISファーイーストカップ2018大会協力に関する協定書調印式

　１月29日、陸上自衛隊遠軽駐屯地で、３月５日から７日ま
でえんがるロックバレースキー場で開催される、国際スキー連
盟公認のアルペンスキー大会「FISファーイーストカップ2018
アトミックカップ・遠軽信用金庫杯・デサントカップ」の支援
に係る協定書への調印式が行われました。
　この日は、佐々木修一遠軽町長と同大会の組織委員長を務め
る遠軽スキー連盟の高橋義詔会長が同駐屯地を訪れ、陸上自衛
隊第25普通科連隊の瀬田晃一郎連隊長に大会運営の支援を要
請し、協定書に調印しました。
　瀬田連隊長は「大会成功のために、良い環境を準備できるよ
うに協力したい」と、力強く応えていました。

氷点下の気温を体感しながら
バストス市からの訪問団が来町

　２月２日から４日まで、遠軽町と姉妹都市提携しているバストス
市から、八重樫ブルーナ石川さんと信太ジェシカ美奈子さんの２人
が遠軽町を訪れました。
　ブラジル連邦共和国南部に位置する同市は、日本からの入植者が
多く、昭和47年に遠軽町と姉妹都市提携して以来、使節団が行き
来したり、記念品を贈ったりと交流が続けられています。
　２人は、２日に佐々木修一遠軽町長を表敬訪問し、夜に開かれた
歓迎夕食会では、お互いの町の近況などを報告し合ったりしました。
　また、翌３日には、遠軽町郷土館や山彦の滝ナイトツアーなどを
観光。同市では体験できないような氷点下の気温を一日中体感しな
がら各地を巡った２人は「とても寒かった」と言いながらも、この日
最後に訪れたえんがる屋台村「雪提灯」では、設置されたジャンボ滑
り台を笑顔で楽しみ、一面に広がった雪の上での体験を満喫してい
ました。

8平成30年３月号



毎日の地域の情報は、遠軽町ホームページ(http://engaru.jp)の｢e-ISMニュース｣で!!

雰囲気を演出していただいたご厚意に
米村ケサノさんに感謝状贈呈

　２月２日、町内在住の米村さんに感謝状が贈られました。
　米村さんは、平成６年ごろから役場庁舎の１階ロビーや町長
室などに、ボランティアで季節の花を生けていただいておりま
したが、高齢になったため、やむなく活動を終えられました。
　これにあたり、町では23年以上にわたって庁舎を明るく和
やかな雰囲気に演出していただいたご厚意に感謝し、感謝状を
贈ったものです。米村さん、ありがとうございました。

目標達成に向け力走
白滝ライオンズクラブCUP小学生クロスカントリースキー大会

　２月３日、第17回白滝ライオンズクラブCUP小学生クロス
カントリースキー大会が、白滝小学校グラウンド周回コースで
開催され、同校の児童21人がタイムを競い合いました。
　参加した児童たちは、休み時間や放課後にも個々で練習を重
ねているコースのため、序盤から積極的にスピードを上げ、自
己ベスト更新などそれぞれの目標達成に向けて、力走を見せて
いました。

2/3第3回
えんがる屋台村「雪提灯」
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毎日の地域の情報は、遠軽町ホームページ(http://engaru.jp)の｢e-ISMニュース｣で!!
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冬の大自然を満喫
厳冬山彦の滝観察会

　２月４日、町教育委員会主催による「厳冬山彦の滝観察会」が
開催され、参加者たちは道道上武利丸瀬布線の冬期間通行止め
区間となるゲートから山彦の滝までの道のり1.2キロメートル
をゆっくり散策しました。
　道中では、NPO法人丸瀬布昆虫同好会のメンバーから魚や
昆虫の越冬の仕方、植物の種類などの説明を受けながら歩き、
参加した子どもたちは「動物の足跡みつけた！」「凍った虫見つ
けた！」などと、冬ならではの散策を満喫していました。
　その後、目的地である山彦の滝に到着し、巨大な氷柱が目の
前に現れると、参加者たちは驚きの声を上げながら写真撮影を
したり、滝つぼの裏側に注意深く回り込んだりして、なかなか
見ることのできない光景に感動していました。

じゃがいものおいしさを皆で盛り上げよう
第13回じゃがリンピック

　２月17日、白滝基幹集落センターで、白滝じゃが生産部会加工
班主催による第13回じゃがリンピックが開催され、町内外の農家
や主婦、白滝中学校の生徒たちなどから計13品が出品されました。
　力作ぞろいの作品から「おいしい・簡単・作ってみたい」料理とい
うコンセプトを基準に審査が行われ、この日金賞に輝いたのは、横
山幹樹さんが出品した「味噌肉じゃが」。横山さんは、審査前の説明
で「実は作ったのは妻で、今日は代理で来ました。家でよく食べる
料理でご飯が進みます。残ったらコロッケにして食べるのもおいし
いです」と話し、表彰式では奥さんに電話をしながら、共に受賞を
喜んでいました。

遠高吹奏楽局とのコラボレーションも
帰って来たTubamanShow

　２月４日、「帰って来たT
チ ュ ー バ マ ン シ ョ ー

ubamanshow」が遠軽町福祉セン
ターで開催され、チューバを演奏するチューバマンと、ユー
フォニアムを演奏するユーフォマンの覆面２人組がさまざまな
ジャンルの楽曲を、楽しいトークを交えながら繰り広げました。
　また、遠軽高校吹奏楽局とのコラボレーションによる楽曲も
披露され、それぞれの演奏が絡み合う、迫力あるサウンドが会
場いっぱいに響き渡っていました。

元気ハツラツに交流
生田原地域高齢者レク・スポーツ交流会

　２月15日、生田原スポーツセンターで生田原地域高齢者レ
ク・スポーツ交流会が行われ、老人クラブの会員やしらかば大
学の学生など38人が参加。ボール運びリレーやキャッチボー
ルリレーなど、５種目の競技で勝敗を競いました。
　参加した68歳の男性は「運動しないと老化するので、普段か
ら運動を心掛けています。周りの友人にも運動するように勧め
たいですね」と、笑顔を見せていました。



健康な毎日を
過ごすために
■項目・料金

項　目 対　象 料　金

特定健診
40歳から74歳までの国民健康保険加入者 1,500円
上記のうちクーポン券をお持ちの方 500円

30代健診
30歳から38歳までの国民健康保険加入者 1,000円
平成30年度中に39歳になる国民健康保険加入者 500円

後期健診 75歳以上で主に生活習慣病で通院していない方 1,000円
胃がん検診 40歳以上の方（平成28年度から変更になりました） 1,500円
ピロリ菌検査 40歳以上で胃がん検診を受ける方 2,500円
肺がん検診 30歳以上の方 500円
大腸がん検診 30歳以上の方 500円
前立腺がん検診 前立腺の病気の治療をしていない50歳から78歳までの方 1,000円
Ｂ型・Ｃ型肝炎検査 40歳以上で、今まで肝炎検査を受けたことがない方 500円
エキノコックス症検診 18歳以上の方 無料
歯周病検診 40歳以上の方 無料
※クーポン券とは、特定健診を500円（通常は1,500円）で受けられる券です。
　対象となるのは、国民健康保険に加入していて、平成30年度中に40歳～ 49歳・50歳・55歳・60歳
・65歳・70歳になる方です。対象者には4月上旬に、クーポン券を郵送します。
※生活保護世帯の方は、前立腺がん検査とＢ型・Ｃ型肝炎検診以外は無料です。
※平成32年度まで、Ｂ型・C型肝炎検査が500円で受けられます。過去に受けたことがない方は、この
機会に受診しましょう。
※特定健診について、社会保険や各種組合健康保険、共済保険等の加入者本人と扶養家族の方は、勤務
先や医療保険機関で行う健診を受けてください。

■日程・会場
日程 受付時間 会場 実施機関

４月20日（金） 6:00 ～  9:00 生田原福祉センター

対がん協会
４月21日（土）

6:00 ～ 10:15 げんき21４月22日（日）
４月23日（月）
４月24日（火） 6:00 ～  9:30 白滝国際交流センター
４月25日（水） 7:00 ～  9:00 安国公民館 厚生連
５月25日（金）

6:00 ～ 10:15 げんき21 対がん協会
５月26日（土）
↓次の検診は、特定健診・各種がん検診と子宮がん・乳がん検診も受けられる「ミニドック」です。
６月24日（日） 7:30 ～ 10:30 げんき21（健康とふれあいの広場）

結核予防会
７月２日（月） 7:00 ～  丸瀬布中央公民館

※エキノコックス症検診は、４月22日（日）のみ実施します。
※歯周病検診は、４月21日（土）・23日（月）・５月25日（金）の３日間実施します。
※６月24日（日）は、健康とふれあいの広場に合わせて実施します。
※子宮がん検診と乳がん検診の対象と料金は、「健康カレンダー」でご確認ください。
※受付時間の詳細は申込み時にお問い合わせください。
※託児もありますので、ご希望の方は申込み時にお知らせください。

春
の
検
診
の
ご
案
内

　

健
康
な
毎
日
を
過
ご
す
た
め
に
は
、
自

分
自
身
の
体
の
状
態
を
知
る
こ
と
か
ら
始

ま
り
ま
す
。

　

今
年
も
４
〜
６
月
に
お
手
頃
な
料
金
で

充
実
し
た
内
容
の
春
の
検
診
を
実
施
し
、

町
民
の
皆
様
の
健
康
管
理
を
応
援
し
ま
す
。

毎
年
受
け
て
い
る
方
は
も
ち
ろ
ん
、
し
ば

ら
く
受
け
て
い
な
か
っ
た
方
や
受
け
た
こ

と
が
な
い
方
も
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
受
診
し

ま
し
ょ
う
。

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
40
〜

74
歳
の
方
は「
特
定
健
診
」を
、
30
〜
39
歳

の
方
は「
30
代
健
診
」を
、
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
に
加
入
し
て
い
る
75
歳
以
上
の
方

は「
後
期
健
診
」を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
町
の
検
診
受
診
、
助
成
は
年
度

内
１
回
限
り
で
す
。
そ
の
他
、
個
別
検
診

も
あ
り
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
申
込
方
法

　

窓
口
・
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
電
子
メ
ー
ル

・
ウ
ェ
ブ
の
い
ず
れ
か
で
お
申
込
み
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
電
子
メ
ー
ル
で
お
申

込
み
の
方
は
①
氏
名
②
生
年
月
日
③
住
所

④
電
話
番
号
の
４
点
を
必
ず
記
入
し
て
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
ウ
ェ
ブ
申
込
み
は
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
か
ら
申
込
フ
ォ
ー

ム
に
お
進
み
く
だ
さ
い
。

　

申
込
み
は
、
検
診
日
の
前
日
ま
で
で
き

ま
す
が
、
定
員
に
達
し
て
い
る
と
き
は
受

診
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

申
込
問
保
健
福
祉
課（
げ
ん
き
21
）

☎
42
‐
４
８
１
３

Ｆ
49
‐
３
１
２
０

電
子
メ
ー
ル　

e-hoken@
engaru.jp

ま
た
は
各
支
所
地
域
住
民
課

生
田
原
支
所

☎
45
‐
２
０
１
５

Ｆ
45
‐
２
０
２
５

丸
瀬
布
支
所

☎
47
‐
２
２
１
１

Ｆ
47
‐
２
１
２
８

白
滝
支
所

☎
48
‐
２
２
１
１

Ｆ
48
‐
２
３
７
４

検診を受けましょう

申
込
・

問

FAXFAXFAX FAX
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無
料
法
律
相
談

■
日
時

３
月
12
日（
月
）

午
後
２
時
～
５
時

４
月
9
日（
月
）

午
後
２
時
～
５
時

■
場
所　

げ
ん
き
21

■
相
談
時
間　

一
人
30
分
程
度

■
申
込
み

　

事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。
た
だ
し
、

定
員
を
超
え
た
場
合
は
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

（
１
年
度
内
1
人
２
回
ま
で
）

申
込
問
企
画
課
☎
42
‐
４
８
１
８

不
動
産
無
料
相
談

■
日
時

３
月
23
日（
金
）午
後
１
時
30
分
～
３
時

※
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

■
相
談
会
場
・
申
込
み

北
見
市
常
盤
町
４
丁
目
12
番
地
２

公
益
社
団
法
人
北
海
道
宅
地
建
物
取
引
業

協
会
北
見
支
部

☎
０
１
５
７
‐
６
１
‐
１
５
６
５

異
動
繁
忙
期
の
役
場
窓
口

開
庁
時
間
を
延
長
し
ま
す

　

例
年
、
４
月
初
め
は
住
所
異
動
の
手
続

で
大
変
込
み
合
う
た
め
、
窓
口
業
務
の
一

部
の
受
付
時
間
を
延
長
し
ま
す
。

■
延
長
期
間

４
月
２
日（
月
）、
３
日（
火
）

■
延
長
時
間　

午
後
５
時
30
分
～
７
時

※
通
常
の
開
庁
時
間
は
午
前
８
時
45
分
～

午
後
５
時
30
分
で
す
。

■
実
施
す
る
窓
口

・
役
場
１
階　

住
民
生
活
課（
戸
籍
窓
口
）

・
教
育
委
員
会
総
務
課（
学
校
教
育
担
当
）

※
各
支
所
で
は
延
長
し
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

■
手
続
が
可
能
な
業
務

【
住
民
生
活
課
】

・
転
入
、
転
居
、
転
出
届
等
の
受
付

・
住
民
票
等
の
写
し
の
交
付

・
戸
籍
の
全
部
事
項（
個
人
事
項
）証
明
書

等
の
交
付

・
印
鑑
登
録
、
印
鑑
登
録
証
明
書
の
交
付

・
出
生
、
婚
姻
、
離
婚
、
死
亡
届
書
等
の

受
付

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付

【
教
育
委
員
会
総
務
課
】

・
就
学
通
知
と
入
学
の
手
続

※
な
お
、
国
や
北
海
道
、
他
の
市
区
町
村

等
に
照
会
が
必
要
な
も
の
は
、
当
日
の

取
扱
い
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
住
民
生
活
課
☎
42
‐
４
８
１
２

教
育
委
員
会
総
務
課
☎
42
‐
２
１
９
１

早
め
の
申
請
を
お
願
い
し
ま
す

大
型
免
許
等
資
格
取
得
費
助

成
・
貸
切
バ
ス
利
用
補
助

　

町
で
実
施
し
て
い
る
大

型
免
許
等
資
格
取
得
費
助

成
及
び
貸
切
バ
ス
利
用
補

助
に
つ
い
て
、
平
成
29
年

度
の
申
請
締
切
り
が
近
づ

い
て
い
ま
す
。

　

３
月
中
に
大
型
免
許
等
を
取
得
す
る
方

ま
た
は
貸
切
バ
ス
を
利
用
す
る
団
体
で
、

助
成
・
補
助
の
申
請
を
予
定
し
て
い
る
方

は
、
お
早
め
に
申
請
書
等
の
提
出
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
助
成
制
度
は
、
平
成
30
年

度
も
実
施
す
る
予
定
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

活
用
く
だ
さ
い
。

【
大
型
免
許
等
資
格
取
得
助
成
】

　

３
月
中
に
免
許
の
交
付
を
受
け
、
助
成

申
請
を
予
定
し
て
い
る
方
は
、
事
前
に
ご

連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
貸
切
バ
ス
利
用
補
助
】

　

３
月
中
に
貸
切
バ
ス
を
使
用
し
、
利
用

補
助
申
請
を
予
定
し
て
い
る
団
体
は
、
事

前
に
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

連
絡
問
企
画
課
☎
42
‐
４
８
１
８

若
者
の
た
め
の
就
労
相
談
会

　

働
く
こ
と
に
悩
み
を
持
つ
15
歳
か
ら
39

歳
ま
で
の
若
者
や
、
そ
の
ご
家
族
の
相
談

に
応
じ
ま
す
。

　

新
年
度
に
向
け
て
、
相
談
を
通
じ
て
自

分
の
考
え
を
整
理
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時　

３
月
23
日（
金
）

午
後
１
時
～
４
時

■
会
場　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
遠
軽

■
予
約　

電
話
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
問
オ
ホ
ー
ツ
ク
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ

ー
シ
ョ
ン

☎
０
１
５
７
‐
５
７
‐
３
１
３
６

（平成30年１月末現在）

　　　　　　　　　前月比
▶人口　20,334人　（ －28）
▶男性　 9,879人　（ －16）
▶女性　10,455人　（　－12）
▶世帯　10,408世帯（ －13）
▶出生　　　12人　（　　4）
▶死亡　　　28人　（　－7）

▶人身事故　　0件（　0件）
▶死　　者　　0人（　0人）
▶負 傷 者　　0人（　0人）
▶物損事故　 44件（ 44件）
※（　）は平成30年累計

▶火災発生　　1件（　1件）
▶死　　者　　0人（　0人）
▶負 傷 者　　3人（　3人）
※（　）は平成30年累計

　

問

申
込
・

問

申
込
・

問

連
絡
・

問
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３
月
は
町
税
等
の
納
税
推
進

強
調
月
間
で
す

　

町
で
は
、
３
月
を「
納
税
推
進
強
調
月

間
」と
し
て
町
税
等
の
納
税
推
進
に
取
り

組
み
ま
す
。

　

期
間
中
は
、
町
道
民
税
、
法
人
町
民
税
、

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
、
軽
自
動
車

税
、
国
民
健
康
保
険
税
、
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
及
び
介
護
保
険
料
な
ど
、
町
税

等
全
て
の
滞
納
整
理
を
行
い
ま
す
。

　

ご
相
談
も
な
く
町
税
等
を
納
付
さ
れ
て

い
な
い
場
合
は
、
差
押
え
な
ど
の
滞
納
処

分
を
行
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
だ
納
付
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、
大

至
急
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

納
税
相
談
問
税
務
課
☎
42
‐
４
８
１
４

ま
た
は
各
支
所
地
域
住
民
課

生
田
原
支
所
☎
45
‐
２
０
１
１

功
績
を
た
た
え
て

瑞宝単光章（消防功労）
橋本俊二さん

【
主
な
経
歴
】

・
遠
軽
地
区
広
域
組
合
遠
軽
町
消
防

団
分
団
長

丸
瀬
布
支
所
☎
47
‐
２
２
１
１

白
滝
支
所
☎
48
‐
２
２
１
１

３
月
は
道
税
の
滞
納
整
理
強

化
月
間
で
す

　

オ
ホ
ー
ツ
ク
総
合
振
興
局
で
は
、
３
月

を「
滞
納
整
理
強
化
月
間
」と
し
て
、
道
税

の
滞
納
整
理
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

３
月
は
、
自
動
車
税
、
個
人
事
業
税
及

び
不
動
産
取
得
税
な
ど
の
道
税
全
て
に
つ

い
て
滞
納
整
理
が
進
め
ら
れ
、
給
与
、
預

貯
金
、
動
産
な
ど
の
差
押
え
が
行
わ
れ
ま

す
。

　

ま
だ
納
税
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、
大

至
急
納
税
し
て
く
だ
さ
い
。

問
オ
ホ
ー
ツ
ク
総
合
振
興
局
北
見
道
税
事

務
所
納
税
課

☎
０
１
５
７
‐
２
５
‐
８
６
８
６（
直
通
）

自
動
車
の
住
所
変
更
を
お
忘

れ
な
く

　

自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日
現
在
の

登
録
に
基
づ
い
て
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

引
っ
越
し
で
住
所
が
変
わ
っ
た
と
き
な

ど
、
次
の
場
合
は
運
輸
支
局
で
登
録
手
続

が
必
要
で
す
。

・
住
所
が
変
わ
っ
た
と
き（
変
更
登
録
）

・
自
動
車
を
売
買
し
た
と
き（
移
転
登
録
）

・
自
動
車
を
使
用
し
な
く
な
っ
た
と
き

（
抹
消
登
録
）

※
３
月
末
日
ま
で
に
移
転
・
抹
消
が
登
録

さ
れ
な
い
場
合
、
平
成
30
年
度
も
自
動

車
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

　

平
成
30
年
度
の
自
動
車
税
納
税
通
知
書

を
確
実
に
お
届
け
す
る
た
め
に
、
３
月
中

に
手
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
変
更
登
録
が
間
に
合
わ
な
い
と
き

　

札
幌
道
税
事
務
所
に
ご
連
絡
い
た
だ
く

か
、
道
税
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
自
動
車
税
納

税
通
知
書
の
送
付
先
住
所
の
変
更
が
可
能

で
す
。

問
札
幌
道
税
事
務
所
自
動
車
部

☎
０
１
１
‐
７
４
６
‐
１
１
９
７

困
り
ご
と
相
談
会

　

生
活
や
仕
事
な
ど
の
困
り
ご
と
に
つ
い

て
、
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。
相
談
は
無

料
で
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

■
日
時

３
月
22
日（
木
）

午
後
２
時
～
３
時

■
会
場

げ
ん
き
21　

２
階
会
議
室

■
申
込
み　

前
日
の
午
後
３
時
ま
で

オ
ホ
ー
ツ
ク
相
談
セ
ン
タ
ー
ふ
く
ろ
う

☎
０
１
５
７
‐
２
５
‐
３
１
１
０

年金所得者の皆さんへ

住民税の申告について
　公的年金等の収入金額が400万円以下で、公的年金等に係る
雑所得以外の所得金額が20万円以下の方は、年金所得者に係る
確定申告不要制度により所得税の確定申告は必要ありませんが、
次に当てはまる方は住民税の申告が必要です。
①公的年金等に係る雑所得のみがある方で「公的年金等の源泉徴

収票」に記載されている控除（社会保険料控除や配偶者控除、　
扶養控除等）以外の各種控除の適用を受ける方（例…国民健康
保険税や国民年金保険料等の社会保険料控除、生命保険料控
除、医療費控除な　

　ど）
②「公的年金等の源泉徴収票」の記載内容に相違がある方（控除対

象となる配偶者がいるのに、配偶者控除無しとなっている場
合な　

　ど）
③公的年金等に係る雑所得以外の所得がある方
※①②に当てはまる方は、住民税の申告がないと、町・道民税

の各種控除の適用を受けることができませんのでご注意くだ
さい。

問税務課☎42 ‐ 4814
または各支所地域住民課
生田原支所☎45 ‐ 2011
丸瀬布支所☎47 ‐ 2211
白滝支所☎48 ‐ 2211

申
請
・

問

申
込
・

問

納
税
相
談
・

問

　

問

　

問

　

問
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平
成
28
年
度
か
ら

軽
自
動
車
税
の
税
率
が
変
更

さ
れ
て
い
ま
す

■
軽
自
動
車
税
の
税
率
改
正
に
つ
い
て

　

４
輪
車
等
の
税
率
は
、
新
車
登
録
年
月

や
４
月
１
日
現
在
の
経
過
年
数
に
応
じ
て

税
率
が
異
な
り
、
新
車
登
録
か
ら
13
年
を

超
え
る
車
両
は
グ
リ
ー
ン
化
を
進
め
る
観

点
か
ら
の
税
率（
重
課
）が
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
新
車
登
録
年
月
は
、
車
検
証
の

表
記
で
は
初
度
検
査
年
月
と
な
っ
て
い
ま

す
。

■
軽
自
動
車
税
の
納
税
義
務
者

　

４
月
１
日
現
在
、
軽
自
動
車
等
を
所
有

し
て
い
る
方
に
、
そ
の
年
度
分
の
軽
自
動

車
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

※
月
割
計
算
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
軽
自
動
車
等
の
手
続

　

取
得
、
住
所
変
更
、
譲
渡
、
廃
車
等
の

変
更
が
あ
っ
た
と
き
は
速
や
か
に
届
出
を

し
て
く
だ
さ
い
。
手
続
の
場
所
と
必
要
な

も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
原
動
機
付
自
転
車
・
小
型
特
殊
自
動
車
】

　

お
住
ま
い
の
市
区
役
所
、
町
村
役
場
で

手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

・
手
続
に
必
要
な
も
の　

標
識
交
付
証
明

書
、
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
な　

　

ど

【
軽
自
動
車
・
軽
２
輪
・
２
輪
の
小
型
自

動
車
】

　

軽
自
動
車
・
軽
２
輪
は
お
住
ま
い
の
住

所
地
を
管
轄
す
る
軽
自
動
車
検
査
協
会
で
、

２
輪
の
小
型
自
動
車
は
お
住
ま
い
の
住
所

地
を
管
轄
す
る
自
家
用
自
動
車
協
会
で
手

続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

・
手
続
に
必
要
な
も
の　

印
鑑
、
住
民
票
、

車
検
証
、
自
賠
責
保
険
証
、
ナ
ン
バ
ー

プ
レ
ー
ト
な　

　

ど

※
手
続
に
必
要
な
も
の
は
、
そ
の
届
出
内

容
に
よ
り
異
な
り
ま
す
の
で
、
そ
れ
ぞ

れ
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
軽
自
動
車
税
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
】

税
務
課
☎
42
‐
４
８
１
４

ま
た
は
各
支
所
地
域
住
民
課

生
田
原
支
所
☎
45
‐
２
０
１
１

丸
瀬
布
支
所
☎
47
‐
２
２
１
１

白
滝
支
所
☎
48
‐
２
２
１
１

【
軽
自
動
車
・
軽
二
輪
の
手
続
】

北
見
地
区
軽
自
動
車
検
査
協
会

☎
０
５
０
‐
３
８
１
６
‐
１
７
６
９

【
二
輪
の
小
型
自
動
車
の
手
続
】

北
見
地
区
自
家
用
自
動
車
協
会

☎
０
１
５
７
‐
２
４
‐
６
２
７
１

■原動機付自転車及び２輪車等の税率
種　別 平成28年度以降の税率 平成27年度までの税率

原動機付自転車

50cc以下 2,000円 1,000円
51㏄～90cc 2,000円 1,200円

91cc ～125cc 2,400円 1,600円
ミニカー 3,700円 2,500円

小型特殊自動車 農耕作業用 2,000円 1,600円
その他 5,900円 4,700円

雪上車 3,000円 2,400円
軽２輪 126cc ～250cc 3,600円 2,400円

２輪の小型自動車 250cc超 6,000円 4,000円

■３輪及び４輪以上の軽自動車の税率

種　別

平成28年度以降の税率
平成27年3月31日
までに登録された
車（※１）

平成27年4月1日
以降に登録された
車（※２）

登録されてから
13年を超える車
（※３）

軽
自
動
車

３輪で、総排気量660cc以下 3,100円 3,900円　 4,600円　

４輪以上で、
総排気量

660cc以下

乗用
営業用 5,500円 6,900円　 8,200円　
自家用 7,200円 10,800円　 12,900円　

貨物用
営業用 3,000円 3,800円　 4,500円　
自家用 4,000円 5,000円　 6,000円　

（※1）平成27年３月31日までに登録された４輪車等は、新車登録年月から13年を経過するまで
　　  現行の税率を適用します。

（※2）平成27年４月１日以降に新車購入された４輪車等は、新車登録年月から13年を経過するまで
　　  新税率が適用されます。

（※3）平成30年度に重課となるのは、平成17年３月以前に新車登録された車です。
　　  （被けん引車は除きます）

■グリーン化特例（平成30・31年度）
　３輪及び４輪以上の軽自動車で、排出ガス性能及び燃料性能の優れた環境負荷の小さい次の基準を満たす車両に
ついて、初度検査年月が平成29年度中の場合は平成30年度分に限り、初度検査年月が平成30年度中の場合は平成
31年度に限り、グリーン化特例（軽課）を適用します。
　なお、各燃費基準の達成状況は、自動車検査証の備考欄で確認できます。

種　別

限定税率

電気軽自動車・天然ガ
ス軽自動車（平成30年
排出ガス規制適合また
は平成21年排出ガス

10％低減）

平成30年排出ガス基準50％低減達成車または
平成17年排出ガス基準75％低減達成車（★★★★）

■乗用　平成32年度燃費基準＋30％達成車
■貨物用　平成27年度燃費基準＋35％達成車

■乗用　平成32年度燃費基準＋10％達成車
■貨物用　平成27年度燃費基準＋15％達成車

軽
自
動
車

三輪で、総排気量660cc以下 1,000円 2,000円 3,000円

四輪以上で、
総排気量

660cc以下

乗用
営業用 1,800円 3,500円 5,200円
自家用 2,700円 5,400円 8,100円

貨物用
営業用 1,000円 1,900円 2,900円
自家用 1,300円 2,500円 3,800円
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※この広告は、広報紙の紙面を有効に活用し、町の財源確保と地域の活性化を図るための遠軽町の取組です。
　広告主及び広告内容については、町が推奨するということではありません。

広報紙えんがるの有料広告を募集しています

　有料広告の受付は随時行っています。詳しくは、
企画課（42 ‐ 4818）までお問い合わせください。

種類（規格） 掲載
期間 掲載料 募集

時期
１号広告

（縦 50mm×横 85mm） １回  3,000円

随時２号広告
（縦 50mm×横173mm） １回  6,000円

３号広告
（縦110mm×横173mm） １回 12,000円

遠軽厚生病院
まるせっぷ厚生クリニック

院外処方箋
に変わります

　遠軽厚生病院とまるせっぷ
厚生クリニックでは、４月２
日（月）から「院外処方箋」の対
応に変わります。
　このため、現在、病院・ク
リニックの窓口でお渡ししているお薬は、院外
の保険薬局を利用していただくことになります。
　院外処方箋のことでご不明な点は、お気軽に
お尋ねください。
問遠軽厚生病院医事課☎42 ‐ 4101（内線2111）
まるせっぷ厚生クリニック☎47 ‐ 3131

■日時　３月18日（日）午前10時～午後12時30分
■場所　丸瀬布デイサービスセンターホール
■定員　おおむね20人（途中の参加、退席は自由）
■内容　お茶を飲みながらゆっくり歓談するほか、
遠軽警察署丸瀬布駐在所所長をお招きし「防犯講
座」も開催します。　
■参加料　無料 
問丸瀬布デイサービスセンター☎47 ‐ 3003

杜
も り

のサロン丸瀬布地域サロン

　

問

　

問



16平成30年３月号

町
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集

し
ま
す

　

次
の
と
お
り
町
営
住
宅

の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す

の
で
、
入
居
を
希
望
さ
れ

る
方
は
募
集
期
間
内
に
お

申
込
み
く
だ
さ
い
。

　

町
営
住
宅
に
申
し
込
む
場
合
は
、
住
宅

の
種
別
に
応
じ
た
入
居
資
格
が
あ
り
ま
す

の
で
、
建
設
課
ま
た
は
各
支
所
産
業
課
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

複
数
の
申
込
み
が
あ
っ
た
場
合
は
、
選

考
委
員
会
を
開
催
し
、
状
況
に
応
じ
て
抽

選
会
を
行
い
ま
す
。

　

な
お
、
町
営
住
宅
の
入
居
者
に
は
、
地

域
・
自
治
会
等
の
活
動
へ
の
積
極
的
な
参

加
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ペ
ッ
ト
の
飼
育
は
禁
止
し
て
い

ま
す
。

■
申
込
期
間　

３
月
１
日（
木
）～
13
日（
火
）

■
選
考
委
員
会
の
日
程

３
月
15
日（
木
）

■
抽
選
会
の
日
程

３
月
22
日（
木
）

■
新
し
く
募
集
す
る
町
営
住
宅

　

下
の
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
込
問
建
設
課
☎
42
‐
４
８
１
７

ま
た
は
各
支
所
産
業
課

生
田
原
支
所
☎
45
‐
２
０
１
３

丸
瀬
布
支
所
☎
47
‐
２
２
１
３

白
滝
支
所
☎
48
‐
２
２
１
２

■新しく募集する住宅

地域名 種別 団地名 棟番号 部屋番号 建設年度 規模 広さ
（㎡）

住宅の
月額家賃（円）

近傍同種
家賃（円）

駐車場
使用料（円）

遠軽 公住

末広団地 2-1棟 847号 平成２年度 3LDK 67.7 17,200～25,600 38,300 1,300

ふくろ団地

25-1棟 67号 平成25年度 2LDK 65.4 22,000～32,800 73,000 1,300

25-1棟 73号 平成25年度 2LDK 65.4 22,000～32,800 73,000 1,300

28-2棟 80号 平成28年度 3LDK 76.6 26,100～38,900 89,300 1,300

生田原

公住 共進団地 １棟 １号 昭和63年度 3LDK 68.8 13,400～20,000 43,000 －

定住

伊吹高原団地 Ｃ棟 C-2号 平成７年度 1DK 40.5 25,000 － －

林友団地
Ｂ棟 B-2号 平成８年度 1DK 40.5 27,000 － 1,000

Ｅ棟 E-3号 平成10年度 1DK 40.5 27,000 － －

丸瀬布 公住 新町団地 78棟 246号 平成９年度 2LDK 67.0 17,400～25,900 48,000 －

①公住は、収入に応じて家賃が変動します。定住は、収入に関係なく家賃が決まっています。
②60歳以下の単身者が入居できる公住は、住宅の規模が2LDK以下で、かつ、広さが60㎡以下の住宅に限ります。
　なお、高齢者等の単身者は60㎡以下または2LDK以下の住宅に入居できます。
③車両は１戸につき１台とし、整備された駐車場を使用する場合は使用料がかかります。
④公住の申込みには、マイナンバーを提供していただく必要があります。
⑤募集住宅のほかにも入居できる住宅があります。

※この広告は、広報紙の紙面を有効に活用し、町の財源確保と地域の活性化を図るための遠軽町の取組です。
広告主及び広告内容については、町が推奨するということではありません。

　

問

応
募
・

問

　

問

申
込
・

問

申
込
・

問

　

問

納
税
相
談
・

問



17 平成30年３月号

■
職
場　

遠
軽
町
母
子
通
園
セ
ン
タ
ー

■
勤
務
日　

週
に
１
～
３
日
程
度

■
勤
務
時
間　

お
お
む
ね
２
～
５
時
間

■
内
容　

通
園
し
て
い
る
子
ど
も
と
一
緒

に
、
遊
び
な
ど
を
通
じ
た
発
達
の
支
援
や

家
族
の
方
々
と
の
相
談
・
助
言
を
行
う
仕

事
で
す
。

■
募
集
人
数　

１
人

■
必
要
事
項　

保
育
士
ま
た
は
教
員
免
許

を
取
得
し
て
い
る
こ
と
。

問
子
育
て
支
援
課
☎
42
‐
４
５
６
０

自
衛
官
候
補
生
を
募
集
し
て

い
ま
す

　
「
平
和
を
、
仕
事
に

す
る
」自
衛
官
候
補
生

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
募
集
職
種

自
衛
官
候
補
生

■
身
分　

特
別
職
国
家
公
務
員

■
応
募
資
格　

日
本
国
籍
を
有
し
、
平
成

30
年
４
月
１
日
時
点
で
18
歳
以
上
27
歳
未

満
の
男
子
。

■
給
与
等　

月
額
13
万
８
０
０
円（
２
士

任
用
後
は
16
万
６
５
０
０
円
）

■
期
末
・
勤
勉
手
当　

６
月
と
12
月
の
年

２
回（
２
士
任
用
後
）

■
休
日
休
暇　

週
休
２
日
制
、
祝
日
、
年

次
休
暇
、
年
末
年
始
等
の
特
別
休
暇
な　

　

ど

■
受
付
期
間　

随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

■
試
験
日（
旭
川
市
内
）

・
３
月
９
日（
金
）～
10
日（
土
）

道
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集

し
ま
す

　

市
街
地
中
心
部
の
道

営
住
宅
に
空
き
家
が
出

ま
し
た
の
で
、
入
居
希

望
者
を
募
集
し
ま
す
。

■
団
地
名（
所
在
地
）

中
央
団
地

（
１
条
通
南
２
丁
目
）

■
構
造
及
び
募
集
戸
数

木
造
２
階
建
て（
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
）２
戸

■
応
募
条
件

①
家
族
で
入
居
す
る
方

②
住
宅
に
お
困
り
の
方（
持
ち
家
の
あ
る

方
は
原
則
と
し
て
申
込
み
で
き
ま
せ
ん
）

③
収
入
が
次
に
該
当
す
る
方

お
年
寄
り
や
身
体
が
不
自
由
な
方
は
、

月
額
21
万
４
千
円
以
下
、
そ
の
他
の
方

は
、
月
額
15
万
８
千
円
以
下（
こ
の
額

は
、
法
令
に
基
づ
き
、
収
入
の
種
類
・

家
族
構
成
等
に
よ
り
計
算
さ
れ
ま
す
）

■
受
付
期
間

３
月
１
日（
木
）～
13
日（
火
）

※
申
込
用
紙
等
は
、
建
設
課
に
あ
り
ま
す
。

■
抽
選
日　

３
月
22
日（
木
）

■
抽
選
場
所　

役
場
３
階
大
会
議
室

■
入
居
手
続　

４
月
中
に
お
願
い
し
ま
す
。

■
入
居
可
能
予
定
日

４
月
25
日（
水
）か
ら

※
原
則
と
し
て
、
10
日
以
内
に
入
居
し
て

　

い
た
だ
き
ま
す
。

■
入
居
条
件

・
家
賃　

家
族
構
成
や
収
入
に
よ
り
個
別

　

に
計
算
さ
れ
ま
す
。

・
敷
金　

家
賃
の
２
か
月
分
を
前
納
し
て

　

い
た
だ
き
ま
す
。

・
駐
車
場　

月
額
３
０
５
０
円

・
リ
ー
ス
料　

ガ
ス
給
湯
器
等
が
個
別
契

　

約
と
な
り
ま
す
。

・
預
か
り
を
含
む
ペ
ッ
ト
の
飼
育
は
禁
止

し
て
い
ま
す
。

・
入
居
す
る
方
に
は
、
地
域
・
自
治
会
活

　

動
へ
の
積
極
的
な
参
加
を
お
願
い
し
て

　

い
ま
す
。

申
込
問
建
設
課
☎
42
‐
４
８
１
７

放
課
後
児
童
支
援
員
と
療
育

指
導
員
を
募
集
し
ま
す

【
放
課
後
児
童
支
援
員
】

■
職
種　

日
々
雇
用
職
員

■
職
場　

遠
軽
町
児
童
館（
ひ
が
し
児
童

館
、
に
し
児
童
館
、
み
な
み
児
童
館
の
い

ず
れ
か
）

■
勤
務
日　

週
に
２
～
４
日
程
度

■
勤
務
時
間　

お
お
む
ね
２
～
７
時
間

■
内
容　

児
童
館
で
子
ど
も
と
一
緒
に
遊

び
な
が
ら
、
集
団
の
中
で
の
ル
ー
ル
や
き

ま
り
を
教
え
て
い
く
仕
事
で
す
。

■
募
集
人
数　

２
人

■
必
要
事
項　

保
育
士
ま
た
は
教
員
免
許

を
取
得
し
て
い
る
こ
と
。

【
療
育
指
導
員
】

■
職
種　

日
々
雇
用
職
員

■
入
隊
時
期　

３
月
下
旬
～
４
月
上
旬

問
自
衛
隊
旭
川
地
方
協
力
本
部
遠
軽
地
域

事
務
所（
岩
見
通
南
３
丁
目
）

☎
42
‐
６
６
１
６

ま
た
は
役
場
自
衛
官
募
集
窓
口

北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

運
営
協
議
会
委
員
を
募
集
し

ま
す

　

北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
運

営
協
議
会
と
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

の
運
営
に
関
す
る
重
要
事
項
を
審
議
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
設
置
し
た
機
関
で
、

学
識
経
験
者
、
健
康
保
険
関
係
者
、
医
師
、

歯
科
医
師
、
薬
剤
師
、 

公
益
団
体
関
係
者
、

そ
し
て
住
民
の
皆
様
な
ど
で
構
成
し
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
こ
の
運
営
協
議
会
の
住
民

の
皆
様
の
代
表
と
な
る
委
員
を
募
集
し
ま

す
。

■
応
募
資
格　

道
内
に
在
住
す
る
満
20
歳

以
上
の
方
で
、
平
日
の
夜
間
に
札
幌
市
で

年
３
回
程
度
開
催
さ
れ
る
会
議
に
出
席
す

る
こ
と
が
可
能
な
方

■
募
集
人
数　

５
人

■
募
集
期
間　

３
月
１
日（
木
）～
４
月
27

日（
金
）

※
詳
し
く
は
、
北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た

だ
く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

☎
０
１
１
‐
２
９
０
‐
５
６
０
１

申
込
・

問

　

問

　

問

　

問



18平成30年３月号

医師または看護師に係る
奨学資金償還に関する特例について

　町では、医師または看護師の確保を図ることを目的とし
て、遠軽町奨学資金の貸付けを受けていた方で、一定の条
件を満たす方に対し奨学資金の償還を免除します。

■対象者
　遠軽町奨学資金の貸付けを受け、貸付期間が終了する月
の翌月から起算して２年以内に医師または看護師として町
内の医療機関に勤務し、引き続き３年以上経過した方が対
象になります。
※平成25年度以降に奨学資金の貸付けを受けていた方も対

象になります。

【奨学資金の償還免除】
■奨学資金の償還免除額
　対象者が貸付けを受けていた奨学資金の全額を免除しま
す。
※すでに償還している場合の額を除きます。
■奨学資金の償還免除手続
　対象者は、医療機関の在職証明書を添付の上、申請して
ください。

【奨学資金の償還方法の変更】
■奨学資金の償還方法の特例
　奨学資金の貸付期間が終了する月の翌月から起算して２
年以内に、医師または看護師として町内の医療機関に勤務
した場合は、貸付期間が終了する月の翌月から起算して１
年から６年の範囲内で、償還の方法（据置期間）を変更する
ことができます。
■奨学資金の償還方法の変更手続
　奨学資金の償還免除を受けようとする方は、町内の医療
機関に勤務したときに、医療機関の在職証明書を添付の上、
申請してください。

■その他　ご不明な点や詳細は、お問い合わせください。
申請問 教育委員会総務課☎42 ‐ 2191

遠
軽
町
季
節
労
働
者
生
活
資

金
の
貸
付
に
つ
い
て

　

町
で
は
、
町
内
に
居
住
す
る
季
節
労
働

者
に
対
し
、
生
活
の
安
定
を
図
る
た
め
、

資
金
貸
付
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。
希
望

さ
れ
る
方
は
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者（
以
下
の
要
件
を
全
て
満
た
し

て
い
る
方
）

①
雇
用
保
険
法
に
基
づ
く
特
例
一
時
金
を

　

受
給
し
て
い
る
方

②
生
計
を
維
持
す
る
世
帯
主
ま
た
は
こ
れ

　

に
準
ず
る
方

③
原
則
と
し
て
扶
養
親
族
の
あ
る
方

■
貸
付
限
度
額

１
世
帯
に
つ
き
、
18
万
円
以
内

■
貸
付
利
子　

町
が
全
額
負
担

■
償
還
期
間

６
月
１
日
～
11
月
30
日

■
連
帯
保
証
人

　

町
内
に
居
住
し
、
金
融
機
関
が
認
め
た

方
が
１
人
必
要
で
す
。

■
取
扱
金
融
機
関

北
海
道
労
働
金
庫
北
見
支
店
遠
軽
出
張
所

ま
た
は
遠
軽
信
用
金
庫
本
支
店

■
申
込
期
限

４
月
27
日（
金
）ま
で

※
借
入
れ
に
あ
た
っ
て
は
、
金
融
機
関
の

審
査
が
あ
り
ま
す
。
審
査
の
結
果
に

よ
っ
て
は
、
貸
付
け
で
き
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

申
込
問
商
工
観
光
課
☎
42
‐
４
８
１
９

平
成
30
年
度

遠
軽
町
奨
学
資
金
の
貸
付
に

つ
い
て

■
対
象
者

　

保
護
者
の
住
所
が
町
内
に
あ
り
、
高
等

学
校
以
上
の
学
校
等
に
入
学
ま
た
は
在
学

し
、
学
資
の
支
弁
が
困
難
な
方
。

■
貸
付
区
分
及
び
貸
付
額

・
高
等
学
校　

月
額
１
万
円

・
高
等
専
門
学
校
、
専
修
学
校

　

月
額
３
万
２
千
円

・
大
学
以
上　

月
額
４
万
４
千
円

■
貸
付
利
率　

無
利
子

■
返
済
期
間　

７
年
間
以
内（
貸
付
終
了

1
年
経
過
後
か
ら
返
済
）

■
貸
付
予
定
人
数　

60
人
程
度

■
奨
学
生
の
決
定

　

奨
学
審
査
委
員
会
で
審
査
し
、
決
定
内

容
を
本
人
に
通
知
し
ま
す
。

■
申
込
期
間

３
月
１
日（
木
）～
４
月
27
日（
金
）

■
申
込
書
類

①
遠
軽
町
奨
学
生
願
書

②
学
校
長
の
奨
学
生
推
薦
書（
新
規
申
込

み
、
ま
た
は
進
学
す
る
方
）

③
町
税
等
納
付
状
況
確
認
同
意
書

④
学
業
成
績
証
明
書（
開
封
厳
禁
）

⑤
在
学
証
明
書（
新
入
生
は
入
学
先
の
在

学
証
明
、
在
学
生
は
進
級
後
の
在
学
証

明
）

⑥
平
成
29
年
分
の
収
入
が
確
認
で
き
る
書

類（
源
泉
徴
収
票
、
確
定
申
告
書
）の
写

し
⑦
そ
の
他
必
要
と
認
め
る
書
類

※
①
～
③
は
、
町
教
育
委
員
会
ま
た
は
各

教
育
セ
ン
タ
ー
に
備
え
付
け
て
い
る
ほ

か
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
し
た
様
式
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

申
込
問
教
育
委
員
会
総
務
課

☎
42
‐
２
１
９
１

申請・問

申
込
み

　

問

申
込
・

問

　

問

申
込
・

問

申
込
・

問
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■平成30年度分の申請受付
３月20日（火）から（土日・休日を除く午前8時45分～午後5時30分）
申請問保健福祉課（げんき21）　☎42 ‐ 4813　または各支所地域住民課
生田原支所☎45 ‐ 2011　丸瀬布支所☎47 ‐ 2211　白滝支所☎48 ‐ 2211
申請・問

バス・ハイヤーが対象です
高齢者のりもの乗車助成（割引）

サービスのお知らせ

　高齢者の社会参加促進のため、高齢者のりもの助
成証及び助成券を交付し、バス及びハイヤー料金の
一部を助成しています。
　なお、平成29年度の高齢者のりもの助成証及び助
成券については、平成30年4月1日以降使用できませ
んのでご注意ください。
■対象者　町内に住んでいる満70歳以上の方
■利用できる区間　町内全域
■利用できるバス・ハイヤー
【バス】町営バス、北見バス、北紋バス（定期に運行
する路線）
【ハイヤー】㈱遠軽交通ハイヤー、㈲末広ハイヤー、
㈲丸瀬布ハイヤー、白滝ハイヤー、デマンド型乗合
タクシー（生田原地域内のみ）
■助成額
　１回の乗車につき、１人100円（助成券１枚分）を
助成します。助成券は、１人につき年間72枚を交付
します。
■申請に必要なもの　氏名及び生年月日がわかるも
の（健康保険証、平成29年度の高齢者のりもの乗車
助成証な　

　ど）、印鑑

ハイヤーによる通院が対象です
重度身体障害者交通費助成事業

のお知らせ

　重度の身体障害により、ハイヤー利用による通院
を余儀なくされている方に対し、１か月４回、年間
48回を限度としてハイヤー料金の一部（基本料金）を
助成しています。
　なお、平成29年度の助成券は、平成30年４月１日
以降使用できませんのでご注意ください。
■対象者
　身体障害者手帳１・２級を所持し、ハイヤー利用
による通院を余儀なくされている在宅の方のうち、
世帯全員が平成30年度町民税非課税（３～６月に申
請する方は、平成29年度町民税非課税）の方。
※入院、施設入所、生活保護受給中の方は対象にな

りません。
■利用目的　通院のみ
■利用できるハイヤー
㈱遠軽交通ハイヤー、㈲末広ハイヤー、㈲丸瀬布ハ
イヤー、白滝ハイヤー
■助成額
　１回の乗車につき、基本料金（助成券１枚分）を助
成します。助成券は、申請月から月４枚を年度末分
まで交付します。
■申請に必要なもの　身体障害者手帳、印鑑

※この広告は、広報紙の紙面を有効に活用し、町の財源確保と地域の活性化を図るための遠軽町の取組です。
　広告主及び広告内容については、町が推奨するということではありません。

申
込
・

問
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♥いのちをつなぐ・・・
　　  　献血のお知らせ
　遠軽町では、町内を巡回するバスに
より、献血を行っています。皆さんの
ご協力をお願いします。
・献血には、400ml・200mlがあります。
・献血は、満16歳から69歳までできます。（400mlは男性17

歳以上、女性18歳以上です。）
・献血をした後には、血液検査の結果が無料で送られてき

ます。（エイズ検査目的の献血はお断りしています。）
・血液は製造することができません。ぜひ、献血にチャレ

ンジしてみてください。
問保健福祉課（げんき21）42 ‐ 4813

献血車ひまわり号日程表（３月）
地域 日程 会場 開始時間　終了時間

遠軽

22日（木）

役場前 10:00 ～ 12:00
北海道電力㈱
遠軽営業所駐車場 13:30 ～ 14:30

パーラービッグワン駐車場 15:00 ～ 16:00

23日（金）

遠軽警察署駐車場 10:00 ～ 11:30
網走建設管理部
遠軽出張所駐車場 13:00 ～ 13:30

遠軽厚生病院（裏口） 14:00 ～ 16:00

菌
が
原
因
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
予
防
接
種
の
効
果

　

肺
炎
球
菌
に
は
90
種
類
以
上
の
血
清
型

が
あ
り
、
予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と
に
よ

り
23
種
類
の
血
清
型
に
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
23
種
類
の
血
清
型
は
、
成
人
が
重

症
に
な
る
肺
炎
球
菌
感
染
症
の
原
因
の
う

ち
約
６
割
を
占
め
る
と
い
う
研
究
結
果
が

あ
り
ま
す
。

■
助
成
対
象
者

　

接
種
日
現
在
、
遠
軽
町
に
住
所
を
有
し
、

接
種
日
の
年
度
末
時
点
で
満
65
歳
以
上

の
方（
満
60
歳
以
上
満
65
歳
未
満
の
方
で
、

心
臓
、
腎
臓
も
し
く
は
呼
吸
器
の
機
能
の

障
害
、
ま
た
は
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス

に
よ
る
免
疫
機
能
の
障
害
を
有
し
て
い
る

方
を
含
む
）

※
過
去
に
１
度
で
も
肺
炎
球
菌
の
予
防
接

種
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
方
は
対
象
に

な
り
ま
せ
ん
。

■
助
成
金
額　

２
５
０
０
円

■
助
成
回
数　

１
回

■
申
請
方
法

　

予
防
接
種
を
受
け
た
後
、
次
の
書
類
等

を
持
参
の
上
、
保
健
福
祉
課（
げ
ん
き
21
）

ま
た
は
各
支
所
地
域
住
民
課
で
手
続
し
て

く
だ
さ
い
。
助
成
金
は
後
日
、
口
座
振
込

で
お
支
払
い
し
ま
す
。

①
医
療
機
関
が
発
行
し
た
領
収
書
の
原
本

（
コ
ピ
ー
不
可
）

②
申
請
者
の
印
鑑

③
預
金
通
帳
な
ど
振
込
金
融
機
関
の
口
座

番
号
、
名
義
人
が
わ
か
る
も
の

※
申
請
書
は
受
付
窓
口
に
備
え
て
い
る
ほ

か
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
申
請
受
付
期
間　

接
種
後
６
か
月
以
内

■
予
防
接
種
が
可
能
な
医
療
機
関

　

町
内
の
全
て
の
医
療
機
関
で
受
け
ら
れ

ま
す
が
、
料
金
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て
は

各
医
療
機
関
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

【
接
種
可
能
な
町
内
の
医
療
機
関
】

遠
軽
厚
生
病
院
、
遠
軽
共
立
病
院
、
遠
軽

学
田
病
院
、
み
ず
し
ま
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
、

瀧
本
皮
膚
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
は
や
か
わ
ク

リ
ニ
ッ
ク
、
ま
る
せ
っ
ぷ
厚
生
ク
リ
ニ
ッ

ク
、
町
立
生
田
原
診
療
所
、
道
立
白
滝
診

療
所

申
請
問
保
健
福
祉
課（
げ
ん
き
21
）

☎
42
‐
４
８
１
３

高
齢
者
の
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

接
種
費
用
を
助
成
し
ま
す

　

町
で
は
、
65
歳
以
上

で
過
去
に
１
度
も
肺
炎

球
菌
の
予
防
接
種
を
受

け
た
こ
と
が
な
い
方
を
対
象
に
、
接
種
費

用
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

■
肺
炎
球
菌
と
は

　

肺
炎
球
菌
は
、
主
に
気
道
の
分
泌
物
に

含
ま
れ
る
細
菌
で
、
唾
液
な
ど
を
通
じ
て

飛ひ

沫ま
つ

感
染
し
、
気
管
支
炎
や
肺
炎
、
敗
血

症
な
ど
の
重
い
合
併
症
を
引
き
起
こ
す
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　

肺
炎
は
日
本
で
死
亡
原
因
の
第
３
位
で

あ
り
、
日
常
的
に
生
じ
る
成
人
の
肺
炎
の

う
ち
３
分
の
１
か
ら
４
分
の
１
は
肺
炎
球

　

問

※この広告は、広報紙の紙面を有効に活用し、町の財源確保と地域の活性化を図るための遠軽町の取組です。
広告主及び広告内容については、町が推奨するということではありません。

申
込
み

申
請
・

問

申
込
・

問

　

問
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２
種
混
合
予
防
接
種︵
学
童
︶

の
お
知
ら
せ

　

２
種
混
合（
ジ
フ

テ
リ
ア
・
破
傷
風
）

の
予
防
接
種
は
小
学

６
年
生
が
対
象
で
す
。

小
学
６
年
生
で
接
種

し
な
い
と
、
そ
れ
以
降
は
任
意
接
種
で
、

有
料
に
な
り
ま
す
。
乳
幼
児
期
に
３
種
混

合
を
３
回
以
上
接
種
し
て
い
な
い
お
子
さ

ん
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
た
び
、
遠
軽
地
域
・
安
国
地
区
の

お
子
さ
ん
を
対
象
に
次
の
と
お
り
実
施
し

ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

な
お
、
学
校
ご
と
に
日
程
が
決
ま
っ
て

お
り
、
指
定
日
の
詳
細
と
予
診
票
は
１
～

３
月
の
間
に
学
校
経
由
で
配
布
さ
れ
ま
す

の
で
、
お
手
元
に
届
か
な
い
場
合
は
各
学

校
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

■
日
程

４
月
２
日（
月
）・
３
日（
火
）

■
会
場

保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
・
げ
ん
き
21

■
受
付

午
後
３
時
45
分
～
４
時
15
分

※
瀬
戸
瀬
地
区
・
生
田
原
地
区
・
丸
瀬
布

地
域
・
白
滝
地
域
の
お
子
さ
ん
は
、
６

～
７
月
頃
に
実
施
す
る
予
定
で
す
。
日

程
が
近
く
な
り
ま
し
た
ら
ご
案
内
し
ま

す
。

問
保
健
福
祉
課（
げ
ん
き
21
）

☎
42
‐
４
８
１
３

フ
ッ
素
塗
布
の
お
知
ら
せ

　

春
の
フ
ッ
素
集
団
塗
布
を
次
の
日
程
で

実
施
し
ま
す
。

　

フ
ッ
素
に
は
歯し

垢こ
う（
プ
ラ
ー
ク
）に
含
ま

れ
る
の
細
菌
の
活
動
を
抑
え
、
溶
け
た
エ

ナ
メ
ル
質
の
修
復
や
歯
質
の
強
化
な
ど
、

虫
歯
の
発
生
を
防
ぐ
効
果
が
あ
り
、
予
防

に
有
効
な
成
分
で
す
。

　

生
え
始
め
の
子
ど
も
の
歯
ほ
ど
フ
ッ
素

を
取
り
込
み
や
す
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

１
歳
に
な
り
、
歯
が
上
下
合
わ
せ
て
８
本

以
上
に
な
っ
た
ら
、
年
に
１
～
２
回
の
ペ

ー
ス
で
継
続
し
て
塗
布
す
る
こ
と
を
お
勧

め
し
ま
す
。

■
日
程

４
月
９
日（
月
）、
10
日（
火
）、
11
日（
水
）

■
受
付

午
後
１
時
～
１
時
25
分

■
会
場

保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
・
げ
ん
き
21

■
対
象

　

お
お
む
ね
１
歳（
歯
が
上
下
合
計
８
本

以
上
）か
ら
小
学
校
就
学
前
ま
で
の
お
子

さ
ん
が
対
象
で
す
。

■
料
金　

無
料

※
予
約
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

問
保
健
福
祉
課（
げ
ん
き
21
）

☎
42
‐
４
８
１
３

男性だけの健康運動教室

「おとこ組」を開催します
　運動だけではなく脳のトレーニングや調理実
習なども体験できる、男性だけの健康運動教室
を開催します。
　平成30年度は５月から１年を通じて教室を行
いますので、興味のある方は、ぜひご参加くだ
さい。
■対象　65歳以上の男性
■募集定員　30人
■期間　５月から平成31年３月まで
■日程　月２回（水曜日）午後１時30分～３時
■回数　20回
■会場　保健福祉総合センター・げんき21
■申込み　４月９日（月）～13日（金）
窓口か電話でお申込みください。
※定員になり次第締め切ります。
■参加料　無料ですが、傷害保険料（480円）と
調理材料費等がかかります。
申込問保健福祉課（げんき21）☎42 ‐ 4813

老人クラブで
生き生きとした毎日を！

　現在、遠軽町内に
18ある各老人クラブで
は、毎月の会合をはじ
めスポーツ、研修旅行、
交通安全運動など、さ
まざまな活動を通じて
高齢者が毎日を生き生
きと過ごしています。
　老人クラブには、60歳以上の方であれば誰でも
加入することができます。多くの仲間とともに生
きがいを感じ、人生の楽しみの幅を広げるチャン
スがたくさんありますので、興味のある方はぜひ
お問い合わせください。
■主な活動内容
・健康づくり～健康相談、研修旅行、運動会、体操、
軽スポーツな　

　ど

・環境美化～花の苗の育成や花壇の造成
・交通安全～交通安全講習や街頭啓発
・仲間づくり～お互いの声掛けや支え合いな　

　ど

申込問遠軽町老人クラブ連合会事務局
保健福祉課（げんき21）☎42 ‐ 4813

交通安全街頭啓発

申込・問
申込・問

　

問

　

問
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トゲラーが　　　　
　　　やってきた！

　今年も「風船の魔法使いエリサ」と「怪人トゲラ
ー」がやって来る！
　細長い風船がくるくると形を変える、変幻自
在のステージショーを開催します。
　みんなが笑顔になれる「バルーンアート」を、
親子でお楽しみください。
■日時　３月25日（日）
午後１時30分開演（開場は午後１時）
■会場　遠軽町福祉センター２階大ホール
■入場料　無料
※未就学児は保護者の同伴が必要です。
問社会教育課☎42 ‐ 2191

　NPO法人遠軽町体育協会では、町教育委員会の
受託事業として、水泳教室を開催します。
　水中での遊びを通して、水泳の楽しさを学び、
元気で健康な体をつくろう！

■日時　３月27日（火）～31日（土）［全５回］
・昼の部　午後１時30分～３時
・夜の部　午後６時～７時30分
■場所　えんがる温水プール
■対象者　４月から町内の小学校に入学する幼児
■定員　昼の部・夜の部　各40人
※定員になり次第締め切ります。
■指導者　遠軽水泳協会水泳指導員
■内容　水慣れ、水遊び
■持ち物　水着・バスタオル・水着入れなどを用
意してください。（水泳帽はプールで用意します）
■受講料　無料（別途、スポーツ安全保険料800円
がかかります）
※電話で申し込む場合は、申込期間内に温水プー

ル受付で保険料を納めてください。
■申込期間　３月１日（木）～16日（金）
申込問えんがる温水プール☎49 ‐ 9500

　町教育委員会では、町内の60歳以上の方を対象
に高齢者大学を開設しています。
　次のとおり平成30年度の新入生を募集しますの
で、ぜひご参加ください。

【生田原「しらかば大学」】
■期間　４月～翌年３月（月１回程度）
■場所　かぜる安国ほ　

　か

■内容　講義、講座、修学旅行、クラブ活動、
　　　　地域行事参加ほ　

　か

■費用　年間1,500円（保険料な　
　ど）

■入学式・始業式
・期日　４月５日（木）午前10時
・場所　かぜる安国
■申込み　３月30日（金）まで
申込問生田原教育センター☎45 ‐ 2010

【遠軽「瞰望大学」】
■期間　４月～翌年３月（毎週金曜日）
■場所　遠軽町福祉センターほ　

　か

■内容　講義、講座（３年生からの選択科目あり）、
　　　　大学祭、修学旅行、クラブ活動、
　　　　地域行事参加ほ　

　か

■費用　年間6,000円（自治会費、教材費な　
　ど）

■入学式・始業式
・期日　４月20日（金）午前10時
・場所　遠軽町福祉センター
■申込み　４月13日（金）まで
申込問社会教育課☎42 ‐ 2191

【丸瀬布「ことぶき大学」】
■期間　４月～翌年３月（月２回程度）
■場所　丸瀬布中央公民館ほ　

　か

■内容　講義、講座、軽スポーツ、修学旅行、
　　　　クラブ活動、世代間交流事業ほ　

　か

■費用　自治会費2,000円
■入学式・始業式
・期日　４月17日（火）午前10時
・場所　丸瀬布中央公民館
■申込み　４月10日（火）まで
申込問丸瀬布教育センター☎47 ‐ 2456

・各大学とも、活動内容により別途費用を徴収する
場合があります。

・各大学で開催するクラブ活動は、希望者のみの自
主活動です。

・詳しくは、各大学の担当窓口へお問い合わせくだ
さい。

子ども芸術劇場

（幼児・小学校低学年向け）

またまた 新入生募集のお知らせ

遠軽町「高齢者大学」

申
込
み

　

問

　

問

申
込
・

問

　

問

申込・問

申込・問

申込・問

申込・問



23 平成30年３月号

バレーボール少年団
「遠軽クラブJr.」
メンバーを募集しています

　遠軽クラブJr.では、
選手を募集していま
す。バレーボールに
興味のある男女、お
待ちしています！
■活動内容
練習、練習試合、
各種大会出場な　

　ど

■対象　小学１～６年生の男女
■練習日　週４～５回
■練習場所　
町内小学校体育館など
■その他　活動内容や大会結果
をホームページでお知らせして
いますので、ぜひご覧ください。
http://www.phoenix-c.or.jp/~aida/

遠軽クラブJr.指導者
会田政敏☎42 ‐ 8538

柔道スポーツ少年団
団員を募集しています

■対象　年長組の幼児～中学生の男女
■団費　月1,500円
■活動内容
各種大会参加、行事、
レクリエーションな　

　ど

■練習日
毎週火・木・金曜日
午後７時～８時30分
■練習場所
遠軽町武道館
■その他
・見学はいつでもでき

ます。動きやすい
服装でお越しくだ
さい。

・一般の方で柔道を楽しみたい方、子どもに指導す
ることに興味のある方、ぜひ参加してみませんか。

（一般の方は、団費はかかりません）
申込問保里☎090 ‐ 7057 ‐ 0519申込・問

申込・問

はやぶさサッカースポーツ少年団
団員を募集しています

■対象　小学３～６年生（平成30年４月からの学年）
■団費　１人年14,000円
※大会遠征費等は別途かかります。
■活動内容　各種大会出場、交流会な　

　ど

■練習日程・場所
【夏期（５月～10月）】
・えんがる球技場等
　［火・木曜日］午後４時～６時
　［土曜日］午前10時～正午
・高齢者スポーツセンター
　［隔週水曜日］午後６時～８時
【冬期（11月～４月）
・総合体育館
　［火曜日］午後４時～６時（3・4年生）
　　　　　午後６時～８時（5・6年生）　
　［土曜日］午前９時～11時（3・4年生）
　　　　　午前11時～午後１時（5・6年生）
・高齢者スポーツセンター
　［隔週水曜日］午後６時～８時
・遠軽コミュニティセンター
　［隔週木曜日］午後４時～６時
※入団申込書は町内各小学校、総合体育館で受け取

ることができます。
申込問茶木☎42 ‐ 2616

遠軽ラグビースクール
生徒を募集しています

　遠軽ラグビースクー
ルでは、スクール生を
募集しています。
　ラグビーを通して新
たな仲間と出会い、楽
しみながら強い体をつ
くろう！
■対象　小・中学生の男女
■活動内容　各種大会出場、メンバー同士の交流な　

　ど

■練習日　毎週水・金・日曜日
■体験会（無料）
　３月の練習は、無料でラグビーを体験することが
できます。
　興味のある方はぜひご参加ください。
■その他
　練習日や練習会場をブログに掲載していますので、
そちらもご覧ください。
http://rugby-rugby.jugem.jp/
申込問遠軽ラグビースクール事務局
高松慎司☎090 ‐ 5958 ‐ 6050
申込・問

申込・問

申
込
・

問



ご
寄
附
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た

■
町
へ（
か
っ
こ
内
目
的
）

・
株
式
会
社　

管
野
組
様

創
業
１
０
３
年
、
管
野
組
命
名
１
０
０

年
を
記
念
し
て

１
千
万
円（
人
材
育
成
資
金
）

・
夢
里
塾
様

３
万
３
６
６
０
円（
森
林
公
園
い
こ
い

の
森
災
害
復
旧
資
金
）

・
東
町
３
丁
目　

丸
尾
喜
久
美
様

亡
き
夫
が
生
前
、
町
に
お
世
話
に
な
っ

た
お
礼
と
し
て

10
万
円（
社
会
福
祉
振
興
資
金
）

・
東
町
２
丁
目　

阿
部
シ
ヅ
子
様

亡
き
夫
が
生
前
、
町
に
お
世
話
に
な
っ

た
お
礼
と
し
て

５
万
円（
教
育
振
興
資
金
）

・
西
町
２
丁
目　

野
島
節
子
様

亡
き
夫
が
生
前
、
町
に
お
世
話
に
な
っ

た
お
礼
と
し
て

５
万
円（
教
育
振
興
資
金
）

・
山
形
県　

古
瀬
恭
平
様

石
北
本
線
存
続
運
動
の
資
金
と
し
て

５
千
円（
石
北
本
線
存
続
対
策
資
金
）

■
ふ
る
さ
と
寄
附
金

平
成
29
年
度
累
計（
１
月
末
現
在
）

９
８
０
件　

１
２
５
７
万
２
千
円

※
う
ち
、
い
こ
い
の
森
災
害
復
旧
資
金
分

　

24
件　

58
万
円

24平成30年３月号

■
応
募
方
法

　

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
郵
便
・
Ｆ
Ａ

Ｘ
・
電
子
メ
ー
ル
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　

必
要
事
項
等
の
詳
細
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■
応
募
期
限

３
月
22
日（
木
）到
着
分
ま
で

申
込
問

〒
０
９
３
‐
８
５
４
４

網
走
市
新
町
２
丁
目
６
番
１
号

網
走
開
発
建
設
部
公
物
管
理
課

☎
０
１
５
２
‐
４
４
‐
６
３
８
４（
直
通
）

Ｆ
０
１
５
２
‐
４
４
‐
７
０
１
９

電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

hkd-ab-kasenaigo@
m

l.m
lit.go.jp

丸
瀬
布
屋
内
多
目
的
運
動
施
設

ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ザ
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ｏ

Ｋ
Ｕ
の
シ
ー
ズ
ン
利
用
団
体

を
募
集
し
ま
す

　

丸
瀬
布
屋
内
多
目
的
運

動
施
設「
ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ

ザ
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ｏ
Ｋ
Ｕ
」の
年

間
利
用
団
体
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

　

利
用
を
希
望
す
る
団
体

は
、
３
月
９
日（
金
）ま
で
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

申
込
問
丸
瀬
布
教
育
セ
ン
タ
ー

☎
47
‐
２
４
５
６

平
成
30
年
度
河
川
愛
護
モ
ニ

タ
ー
を
募
集
し
ま
す

　

河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
は
、
生
活
の
中
で

得
た
河
川
の
情
報
を
、
河
川
管
理
者
に
伝

え
る
こ
と
を
主
な
任
務
と
す
る
も
の
で
す
。

■
活
動
範
囲　

湧
別
川
と
生
田
原
川
と
の

合
流
点
か
ら
清
川
大
橋
ま
で
の
約
６
㎞

■
募
集
人
数　

１
人

■
応
募
資
格　

河
川
愛
護
に
関
心
を
持
ち
、

月
１
回
以
上
の
連
絡
が
で
き
る
満
20
歳
以

上
の
近
隣
住
民
の
方

■
報
酬　

月
額
４
千
円

■
委
嘱
方
法

網
走
開
発
建
設
部
長
か
ら
委
嘱

■
委
嘱
期
間　

5
月
1
日
か
ら
10
月
31
日

ま
で
の
6
か
月
間

※この広告は、広報紙の紙面を有効に活用し、町の財源確保と地域の活性化を図るための遠軽町の取組です。
広告主及び広告内容については、町が推奨するということではありません。

遠軽～紋別間の高速交通を考える
フォーラムin湧別

■日時　３月10日（土）午後１時45分
■会場　湧別町文化センターさざ波
　　　　（入場無料）
■内容　基調講演（申込不要）
・テーマ　「遠紋地域と高速道路」
・講師　（一社）地域研究工房
　　　　代表理事　小磯修二氏
問遠紋オホーツク高速交通を考える会事務局☎42 ‐ 3171

申
込
・

問

申
込
・

問

FAX

　

問



国民年金のお問い合わせは　北見年金事務所☎0157 ‐ 25 ‐ 9635　住民生活課☎42 ‐ 4812
または各支所地域住民課　生田原支所☎45 ‐ 2011　丸瀬布支所☎47 ‐ 2211　白滝支所☎48 ‐ 2211平成30年３月号25

年金事務相談を　　　
　　ご利用ください

　北見年金事務所では、２か月に１回年金事務相
談を開催し、年金相談や手続を行っています。
　予約制で行いますので、利用される方は相談日
の１か月前から１週間前までにご予約ください。
日時や場所は、次のとおりです。皆さん、どうぞ
ご利用ください。
　なお、相談の際は、予約後に送付される予約票
等をご持参ください。
■日時　３月20日（火）
　　　　午前10時～午後３時30分
※次回の相談日は５月15日（火）です。
■場所　げんき21
■予約・問い合わせ
　北見年金事務所お客様相談室
　☎0157 ‐ 33 ‐ 6007
　☎0157 ‐ 33 ‐ 6008
※音声ガイダンスに従って「お客様相談室」につな
いでください。

障
害
基
礎
年
金
と
は

　

障
害
基
礎
年
金
は
、
病
気
や
ケ
ガ
で

障
が
い
者
に
な
っ
た
と
き
に
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
年
金
で
す
。
次
の
３
つ
の

場
合
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
、
受
給
の
条

件
が
異
な
り
ま
す
。

①
国
民
年
金
加
入
中
に
初
診
日
の
あ
る

病
気
・
け
が
で
障
が
い
者
に
な
っ
た

と
き
。

②
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
た
60
歳
以

上
65
歳
未
満
の
方
で
、
日
本
国
内
に

住
所
が
あ
る
方
が
障
が
い
者
に
な
っ

た
と
き
。

③
20
歳
に
な
る
前
に
初
診
日
が
あ
り
、

そ
の
後
障
が
い
者
に
な
っ
た
と
き
。

■
障
害
基
礎
年
金
の
受
給
の
条
件

【
①
、
②
の
場
合
】

・
障
害
認
定
日
に
、
政
令
で
定
め
ら
れ

た「
１
級
」ま
た
は「
２
級
」の
障
害
に

該
当
し
て
い
る
こ
と
。（
身
体
障
害

者
手
帳
の
等
級
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

※
障
害
認
定
日
と
は
、
障
害
の
原
因
と

な
っ
た
傷
病
の
初
診
日
か
ら
１
年
６
か

月
経
過
し
た
日
、
ま
た
は
、
そ
れ
以
前

に
症
状
が
固
定
し
た
時
は
そ
の
日
を
指

し
ま
す
。

・
初
診
日
の
あ
る
月
の
前
々
月
ま
で
の

年
金
加
入
期
間
に
つ
い
て
、
３
分
の

２
以
上
の
保
険
料
が
納
付
、
ま
た
は

免
除
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
も
し
く
は
、

初
診
日
の
あ
る
月
の
前
々
月
ま
で
の

１
年
間
に
保
険
料
の
未
納
が
な
い
こ

気になる
ことは…

と（
初
診
日
が
平
成
38
年
３
月
31
日

ま
で
に
あ
る
場
合
の
み
）。

【
③
の
場
合
】

・
障
害
認
定
日
が
20
歳
に
な
る
前
の
場

合
は
、
20
歳
に
達
し
た
と
き
に
障
害

の
程
度
が「
１
級
」ま
た
は「
２
級
」に

該
当
し
て
い
る
と
支
給
さ
れ
ま
す
。

・
障
害
認
定
日
が
20
歳
以
後
に
あ
る
場

合
は
、
障
害
認
定
日
に
障
害
の
程
度

が「
１
級
」ま
た
は「
２
級
」に
該
当
し

て
い
る
と
支
給
さ
れ
ま
す
。

※
初
診
日
が
20
歳
に
な
る
前
の
場
合
は
、

本
人
の
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

■
特
別
障
害
給
付
金
制
度

　

国
民
年
金
に
任
意
加
入
し
て
い
な

か
っ
た
た
め
に
、
障
害
基
礎
年
金
を
受

け
ら
れ
な
か
っ
た
方
は
、
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
と
、
特
別
障
害
給
付
金

制
度
の
対
象
に
な
り
ま
す
。
原
則
と
し

て
65
歳
に
達
す
る
日
の
前
日
ま
で
に
請

求
の
手
続
を
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

①
平
成
３
年
３
月
以
前
に
国
民
年
金
任

意
加
入
対
象
者
で
あ
っ
た
学
生
の
方
。

（
夜
間
・
定
時
制
・
通
信
制
を
除
く
）

②
昭
和
61
年
３
月
以
前
の
国
民
年
金
任

意
加
入
対
象
者
で
あ
り
、
厚
生
年
金

等
に
加
入
し
て
い
た
方
の
配
偶
者

で
、
国
民
年
金
に
任
意
加
入
し
て
い

な
か
っ
た
期
間
内
に
初
診
日
が
あ
り
、

現
在
、
障
害
基
礎
年
金
の
対
象
と
な

る「
１
級
」ま
た
は「
２
級
」に
相
当
す

る
障
害
に
該
当
す
る
方
。

ご
存
じ
で
す
か
？

国
民
年
金
の
電
子
納
付

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
な
ど
を
利
用
し
て
電
子
納
付
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
電
子
納
付
の
方
法

①
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ

②
モ
バ
イ
ル
バ
ン
キ
ン
グ

③
テ
レ
フ
ォ
ン
バ
ン
キ
ン
グ（
電
話
の

音
声
案
内
等
を
利
用
し
た
手
続
き
）

④
Ａ
Ｔ
Ｍ

【
①
、
②
、
③
を
利
用
の
場
合
】

・
あ
ら
か
じ
め
利
用
す
る
金
融
機
関
と

契
約
を
結
ぶ
必
要
が
あ
り
ま
す
。

・
契
約
方
法
や
利
用
が
可
能
か
ど
う
か

に
つ
い
て
は
、
ご
利
用
に
な
る
金
融

機
関
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
③
を
利
用
の
場
合
】

・
Ｐ
ａ
ｙ
‐ｅ
ａ
ｓ
ｙ
（
ペ
イ
ジ
ー
）表

示
の
あ
る
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
み
納
付
す
る
こ

と
が
可
能
で
す
。

後
納
保
険
料
の
納
付
書
の「
使

用
期
限
」に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

す
で
に
後
納
制
度
に
申
し
込
ま
れ
た

方
で
、
平
成
25
年
３
月
以
降
分
の
後
納

保
険
料
の
納
付
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、

納
付
書
に
記
載
さ
れ
た
使
用
期
限（
平

成
30
年
３
月
31
日
）ま
で
に
納
付
を
お

願
い
し
ま
す
。



平成30年３月号 26

農
政
林
務
課椿つ

ば
き

谷や

真し
ん

　隊
員

　

着
任
か
ら
４
か
月
が
た
ち
、
業
務
も

以
前
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る
よ
う
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

１
月
17
日
と
18
日
の
２
日
間
、
地
域

お
こ
し
協
力
隊
の
全
道
研
修
に
参
加
し

ま
し
た
。
１
５
０
人
以
上
が
参
加
す
る

大
規
模
な
研
修
で
、
協
力
隊
員
が
こ
ん

な
に
も
存
在
す
る
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。

研
修
で
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
使
っ
た
情
報
発

信
の
仕
方
や
付
加
価
値
を
高
め
て
独
立

す
る
た
め
の
知
識
な
ど
、
協
力
隊
員
と

し
て
必
要
な
こ
と
を
身
に
つ
け
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
１
月
23
日
に
は
遠
軽
町
農
業

担
い
手
対
策
協
議
会
と
し
て
初
の
研
修

会
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

講
師
に
は
、
東
京
か
ら
農
業
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
の
青
山
浩
子
さ
ん
を
お
招
き
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
地
域
農
業
の
工
夫
や
農
家

が
行
っ
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
事
例

を
交
じ
え
な
が
ら
、
遠
軽
町
が
目
指
す

元
気
な
農
業
に
つ
い
て
講
演
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
私
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に

か
か
っ
て
し
ま
い
、
出
席
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
質
疑
応
答
で
は
石
北
本
線

を
利
用
し
た
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
、
農

家
が
行
う
民
泊
に
つ
い
て
の
質
問
が
あ

り
、
青
山
さ
ん
と
活
発
に
意
見
が
交
わ

さ
れ
た
と
の
こ
と
で
、
大
変
有
意
義
な

研
修
会
で
あ
っ
た
と
聞
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
３
月
19
日
に
は「
遠
軽
版
・

農
業
人
フ
ェ
ア
」と
題
し
て
、
農
業
者

や
農
業
に
関
心
・
興
味
の
あ
る
方
を
対

象
と
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
、

さ
ら
に
20
日
か
ら
23
日
ま
で
個
別
相
談

会
を
開
催
し
ま
す
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
農
業
を
継
承
し

た
方
と
さ
れ
た
方
、
新
規
就
農
し
た
方

の
意
見
交
換
を
予
定
し
て
お
り
、
個
別

相
談
会
で
は
、
農
業
は
職
業
選
択
の
一

つ
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た

め
に
遠
軽
町
の
農
業
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き

ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
遠
軽
町
の
農

業
に
つ
い
て
ぜ
ひ
一
緒
に
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
。
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

　

１
月
は
体
調
不
良
が
続
い
て
し
ま
い

ま
し
た
が
、
今
後
は
体
調
管
理
に
気
を

付
け
、
遠
軽
町
の
農
業
の
魅
力
を
精
一

杯
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

住
促
進
に
繋
が
る
と
い
う
テ
ー
マ
で
お

話
を
い
た
だ
き
、
私
自
身
も
地
域
全
体

の
問
題
と
し
て
、
ど
う
す
れ
ば
良
い
の

か
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
「
遠
軽
町
で
出
産
で
き
る
環
境
を
残

そ
う
！
」と
、
地
域
一
丸
で
活
動
し
、

産
婦
人
科
が
再
開
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
は
非
常
に
珍
し
い
と
の
こ
と
で
、

遠
軽
町
の
取
り
組
み
を
高
く
評
価
し
て

お
ら
れ
、
こ
の
活
動
は
ず
っ
と
続
け
て

い
く
べ
き
で
あ
る
と
実
感
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
河
合
先
生
は
、
真
冬
の
オ
ホ

ー
ツ
ク
地
域
に
来
る
の
は
初
め
て
で
、

雪
原
や
雪
深
い
山
々
、
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
、

氷
点
下
の
気
温
な
ど
全
て
が
新
鮮
だ
っ

た
よ
う
で
、
貴
重
な
経
験
が
で
き
た
と

大
変
喜
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

　

私
は
愛
す
る
人
も
お
ら
ず
独
身
で
す

が
、
将
来
を
考
え
る
良
い
き
っ
か
け
と

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
私
達
若
い

世
代
が
活
躍
す
る
時
代
で
す
。
私
は
よ

そ
者
の
若
者
で
す
が
、
今
後
も
活
動
を

続
け
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

寒
い
冬
が
続
き
ま
す
が
、
皆
さ
ん
は

お
元
気
で
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　

私
事
で
す
が
、
先
日
24
歳
を
迎
え
、

年
男
に
な
り
ま
し
た
。
本
厄
の
年
で
も

あ
る
の
で
、
気
を
引
き
締
め
て
１
年
を

過
ご
そ
う
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
私
が
所
属
し
て
い
る
商
工

会
議
所
青
年
部（
以
下「
Ｙ
Ｅ
Ｇ
」）の
活

動
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

ま
ず
昨
年
11
月
25
日
、
ホ
テ
ル
サ
ン

シ
ャ
イ
ン
で
創
立
30
周
年
記
念
式
典
を

開
催
し
、
町
内
の
関
係
者
と
全
道
各
地

の
Ｙ
Ｅ
Ｇ
会
員
を
お
招
き
し
ま
し
た
。

　

式
典
の
中
で
は
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
理
念
や
方

針
を
読
み
上
げ
る
と
い
う
大
役
を
仰
せ

つ
か
り
ま
し
た
。
大
勢
の
来
賓
の
方
々

を
前
に
し
て
と
て
も
緊
張
し
ま
し
た
が
、

無
事
に
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
式
典
も
無
事
に
終
わ
り
、
来
賓

の
方
々
か
ら
非
常
に
良
い
式
典
だ
っ
た

と
お
言
葉
を
い
た
だ
け
た
の
は
う
れ
し

い
限
り
で
し
た
。

　

次
に
、
１
月
28
日
に
講
演
会「
安
心

し
て
出
産
・
子
育
て
で
き
る
地
域
を
創

る
た
め
に
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　

出
産
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
あ
る
河
合

蘭
先
生
を
お
招
き
し
、
安
心
し
て
出
産

・
子
育
て
で
き
る
地
域
づ
く
り
を
進
め

る
事
が
住
み
よ
い
環
境
を
確
保
し
、
定

農
政
林
務
課

金か
ね

丸ま
る

太た

一い
ち

　隊
員

▶
講
演
す
る
河
合
先
生
。
若
い
お
母
さ
ん
た

ち
が
聞
き
に
来
て
く
れ
ま
し
た
。

▶
青
山
さ
ん
を
招
い
て
の
研
修
会
。
活
発
な

意
見
交
換
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。



「北海道」命名150年連載企画③

松浦武四郎とインカルシ～その２～

平成30年３月号27

がせき止められたため、海に行くことな
く独自の進化をとげて世界に類を見ない
ミヤベイワナが誕生しました。ミヤベイ
ワナは、地球の長い歴史の中で、大地の
活動により生み出された自然と生き物が
つながっていることを示す「生き証人」な
のです。
　このように、大地の活動（ジオ）と自然
（エコ）、生き物（ヒト）は密接なつながり
を持っています。ジオ・エコ・ヒトのつ
ながりを現地で体感できるのが、ジオパ
ークの大きな魅力の一つです。

　北海道の各地には、地域の特徴を反映
したアイヌの言い伝えが数多く残されて
います。北海道ジオパークの仲間である
「とかち鹿追ジオパーク」の然別湖にも
「巨大な魚がいた」というアイヌ民族の言
い伝えが残されています。
　この然別湖には、北海道の河川の最上
流部に生息することが多いオショロコマ
の仲間であるミヤベイワナという魚が住
んでいるのですが、このミヤベイワナ、
世界でも然別湖だけでしか見ることがで
きません。では、ミヤベイワナはどの
ようにして然別湖で誕生したのでしょう
か？その秘密は、火山の噴火が関係して
います。
　現在の然別湖がある場所は、かつて川
が流れていました。ところが、およそ
６万年前に起こった火山活動によって噴
出した溶岩が川をダムのようにせき止め、
湖へと姿を変えました。これが現在の然
別湖です。それまで海と川を往復してい
たオショロコマは、火山活動によって川

え
軍い

く
さに
来
り
し
に
、
皆
此
山
の
上
よ
り

諸
方
を
眺
望
す
る
よ
し
也
。
よ
っ
て
此

名
有
り
と
。
イ
ン
カ
ル
ウ
シ
は
物
見
の

事
を
云
り
。（
原
文
の
ま
ま
掲
載
）」

　
「
遠
軽
町
史
」な
ど
に
は
、「
瞰
望
岩

の
戦
い
」と
し
て
湧
別
ア
イ
ヌ
と
十
勝

ア
イ
ヌ（
ま
た
は
上
川
ア
イ
ヌ
）の
戦
い

や
洪
水
の
伝
説
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

武
四
郎
の
紀
行
文
に
は
そ
の
よ
う
な
伝

説
は
記
録
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
も
し
か

す
る
と
、
明
治
以
降
の
わ
ず
か
１
５
０

年
あ
ま
り
の
間
に
起
こ
っ
た
出
来
事
が

伝
説
化
さ
れ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
「
北
海
道
の
名
付
け
親
」と
い
わ
れ
る

松
浦
武
四
郎
。
都
合
6
回
に
渡
る
蝦え

夷ぞ

地
踏
査
は
、
道
案
内
や
食
事
な
ど
、
ア

イ
ヌ
民
族
に
助
け
ら
れ
な
が
ら
の
旅
で

し
た
。
武
四
郎
が
記
し
た
紀
行
文
や
地

図
に
は
、
各
地
で
目
に
し
た
風
景
や
さ

ま
ざ
ま
な
動
植
物
の
ほ
か
、
ア
イ
ヌ
の

く
ら
し
ぶ
り
や
ア
イ
ヌ
か
ら
教
え
ら
れ

た
地
名
、
言
い
伝
え
な
ど
も
記
録
さ
れ

て
お
り
、
当
時
の
北
海
道
の
様
子
を
知

る
大
切
な
手
掛
か
り
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

安
政
５
年（
１
８
５
８
年
）ま
で
の
旅

の
成
果
を
ま
と
め
た﹃
戊ぼ

午ご

東
西
蝦
夷

山
川
地
理
取
調
日
記
﹄。
全
61
巻
か
ら

な
る
こ
の
紀
行
文
の
１
つ
で
あ
る﹃
戊

午
第
27
巻　

西
部
由
宇
辺
都
誌
﹄に
は
、

道
案
内
の
任
に
あ
た
っ
た
ア
イ
ヌ
か
ら

聞
き
取
り
し
た
湧
別
川
流
域
の
地
名
や

言
い
伝
え
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
中
で
、
武
四
郎
は
イ
ン
カ
ル
シ（
瞰

望
岩
）を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
ま
す
。

「
右
の
方
高
山
一
ツ
有
。
其
上
下
に
小

川
有
。
又
其
山
の
後
方
に
サ
ナ
フ
チ
の

源
来
り
居
る
と
か
や
。
其
の
名
義
昔
し

ク
ス
リ
、
ト
カ
チ
等
の
土
人
多
く
当
所

▲『北蝦夷余誌』アイヌの道案内で旅をする
武四郎（松浦武四郎記念館所蔵）

北海道のジオパークを紹介します！

火山と生物進化の意外なつながり～とかち鹿追ジオパーク～

▲火山の噴火によって川がせき止められて
誕生した然別湖。世界でもここでしか見
られないミヤベイワナが住む。

【問い合わせ】白滝ジオパーク交流センター／埋蔵文化財センター 

☎48‐ 2
ジ

0
オ

2
ジ

0
オ

　FAX 48‐2374　電子メール　geo@engaru.jp
ホームページ　http://geopark.engaru.jp/
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●休日当番医
月　　日 内　　科 外　　科

３月４日（日）みずしま内科クリニック
☎42‐3214

曽我病院
☎01586‐2‐2001

３月11日（日）瀧本皮膚科クリニック
☎42‐8048

遠軽厚生病院
☎42‐4101

３月18日（日） はやかわクリニック
☎49‐2525

遠軽共立病院
☎42‐5215

３月21日（水） 遠軽厚生病院
☎42‐4101

遠軽厚生病院
☎42‐4101

３月25日（日） 遠軽厚生病院
☎42 ‐ 4101

遠軽共立病院
☎42‐5215

●移動図書館車　やまなみ号
【Ａコース】

日　程 時　間 場　所

３月13日（火）
３月27日（火）

12:40 ～ 13:20 家庭学校

14:30 ～ 14:40 寿町教員住宅

14:45 ～ 15:00 寿町自衛隊官舎

15:05 ～ 15:15 南町自衛隊官舎

15:20 ～ 15:40 みなみ児童館

３月14日（水）
３月28日（水）

10:10 ～ 10:30 瀬戸瀬小学校

12:35 ～ 12:55 東小学校
※28日は休止

３月８日（木）
３月22日（木）

10:10 ～ 10:25 遠軽小学校
※22日は休止

10:50 ～ 11:00 学田団地集会所

12:45 ～ 13:00 南小学校
※22日は休止

15:00 ～ 15:20 ひがし児童館

15:30 ～ 15:40 学田2丁目桜場宅横

３月９日（金）
３月23日（金）

10:05 ～ 10:25 安国小学校
※23日は休止

12:30 ～ 13:00 生田原小学校

【Ｂコース】
日　程 時　間 場　所

３月６日（火）
３月20日（火）

12:50 ～ 13:20 丸瀬布小学校

15:00 ～ 15:10 遠軽新聞社横

15:15 ～ 15:30 にし児童館

３月７日（水）
10:05 ～ 10:25 東小学校

13:00 ～ 13:15 瀬戸瀬小学校

３月１日（木）
３月15日（木）
３月29日（木）

10:10 ～ 10:25 南小学校

12:40 ～ 12:55 遠軽小学校
※29日は休止

丸瀬布図書室 ４日（日）・11日（日）・18日（日）
21日（水）・25日（日）

丸瀬布昆虫生態館 ６日（火）・13日（火）・20日（火）
27日（火）

丸瀬布郷土資料館 冬季閉館

埋蔵文化財センター
白滝ジオパーク交流センター 土日・休日休館

３月
体育施設

文化施設

休館日

総合体育館、えんがる温水
プール、東体育館、豊里体育
館、遠軽町武道館、高齢者ス
ポーツセンター、遠軽コミセ
ン、青少年会館、社名淵体育
館、瀬戸瀬コミセン

５日（月）・12日（月）・19日（月）
26日（月）

生田原スポーツセンター、遠
軽町郷土館

５日（月）・12日（月）・19日（月）
22日（木）・26日（月）

生田原図書館、白滝図書室 ５日（月）・12日（月）・19日（月）
21日（水）・26日（月）

遠軽町図書館 ５日（月）・12日（月）・19日（月）
23日（金）・26日（月）

５日（月）　４か月児健診（13:00 ～・げんき21）
　　　　　１歳６か月児健診（13:20 ～・げんき21）
16日（金）　水痘・日本脳炎予防接種
　　　　　（11:30 ～・まるせっぷ厚生クリニック）
　　　　　麻しん風しん予防接種（水痘同時）
　　　　　（16:00 ～・まるせっぷ厚生クリニック）
19日（月）　３歳児健診（13:00 ～・げんき21）
　　　　　１歳児健診（13:45 ～・げんき21）
20日（火）　２種混合・ＢＣＧ予防接種
　　　　　（13:30 ～・げんき21）
27日（火）　麻しん風しん・日本脳炎予防接種
　　　　　（13:30 ～・生田原診療所）

●３月　健診・検診・予防接種

２日（金）　げんきひろば（10:00 ～・げんき21）
６日（火）　げんきひろば（10:00 ～・げんき21）
７日（水）　赤ちゃんひろば（10:00 ～・げんき21）
　　　　　離乳食教室（10:30 ～・げんき21）
９日（金）　げんきひろば（10:00 ～・げんき21）
12日（月）　げんきひろば（10:00 ～・げんき21）
14日（水）　赤ちゃんひろば（10:00 ～・げんき21）
15日（木）　すこやか親子相談・妊産婦相談
　　　　　（10:00 ～・げんき21）
16日（金）　げんきひろば（10:00 ～・げんき21）
20日（火）　げんきひろば（10:00 ～・げんき21）
23日（金）　げんきひろば（10:00 ～・げんき21）
26日（月）　げんきひろば（10:00 ～・げんき21）
28日（水）　赤ちゃんひろば（10:00 ～・げんき21）
30日（金）　げんきひろば（10:00 ～・げんき21）

●３月　健康相談・育児学級

７日（水）　コスモス教室（10:00 ～・げんき21）
　　　　　おとこ組（13:30 ～・げんき21）
８日（木）　ちゅうりっぷ教室（10:00 ～・げんき21）
13日（火）　桜教室（10:00 ～・げんき21）
　　　　　藤教室（13:30 ～・げんき21）
14日（水）　ひまわり教室（10:00 ～・げんき21）
　　　　　ラベンダー教室（13:30 ～・げんき21）
27日（火）　桜教室（10:00 ～・げんき21）
　　　　　藤教室（13:30 ～・げんき21）
28日（水）　ひまわり教室（10:00 ～・げんき21）
　　　　　ラベンダー教室（13:30 ～・げんき21）

●３月　健康運動教室等
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 更新時講習

問合せ先：遠軽地区交通安全協会 ☎42‐0110 内線415

会　　場：遠軽自動車学校３階第２教室「交通安全教育センター」
１日（木） 優良　17:30 ～ 一般　18:10 ～
８日（木） 違反　 9:00 ～ 一般　11:10 ～
18日（日） 違反　 9:00 ～
28日（水） 優良　 9:00 ～ 初回　 9:40 ～

●文化・スポーツ・イベント

１日
（木）

しらかば大学（10:00 ～・かぜる安国）
第4期健康づくりストレッチ教室（13:30 ～・えんがる温水プール）

2日
（金）

瞰望大学（10:00 ～・遠軽町福祉センター）
第４期町民水泳指導（10:00～・えんがる温水プール）
第4期トレーニングマシンdeシェイプアップ教室（13:00 ～、15:00 ～・えんがる温水プール）

3日
（土）

第17回遠軽サッカー協会長杯フットサルジュニアサッカー大会（9:00 ～ ・総合体育館）
雪中パークゴルフ大会（9:00 ～ ・やまびこ温泉特設コース）
童話の時間（11:00 ～・遠軽町図書館）
ＦＩＳファーイーストカップ2018ウエルカムパーティ（17:00～・ホテルサンシャイン）
山彦の滝ナイトツアー（17:30 ～ ・やまびこ温泉）

4日
（日）

第38回遠軽室内サッカー大会（9:00 ～ ・総合体育館）
厳冬!!山彦の滝観察会（9:00 ～ ・山彦の滝）

5日
（月）

ＦＩＳファーイーストカップ2018【アトミックカップ】（9:00～・ロックバレースキー場）

6日
（火）

ＦＩＳファーイーストカップ2018【遠軽信用金庫杯】（9:00～・ロックバレースキー場）
チビッ子教室（14:45 ～・丸瀬布中央公民館）

7日
（水）

ＦＩＳファーイーストカップ2018【デサントカップ】（9:00～・ロックバレースキー場）
第4期トレーニングマシンdeシェイプアップ教室（13:00 ～、15:00 ～・えんがる温水プール）
ニコライの英会話教室（19:00 ～・丸瀬布中央公民館）

8日
（木）

第4期健康づくりストレッチ教室（13:30 ～・えんがる温水プール）
英会話教室（中～上級）（19:00～・遠軽町教育委員会庁舎）
子どもスポーツ塾（19:00 ～・丸瀬布小学校体育館）

9日
（金）

めだかの学校（10:00 ～・丸瀬布中央公民館）
第４期町民水泳指導（10:00～・えんがる温水プール）
第4期トレーニングマシンdeシェイプアップ教室（13:00 ～、15:00 ～・えんがる温水プール）

10日
（土）

読み聞かせ会「どろんこ」（10:00 ～・キララン清里）
わくわく自然体験教室（10:00 ～・白滝地域）
童話の時間（11:00 ～・遠軽町図書館）
第22回森林浴・歩くスキーと語る夕べ「講演会」（15:00 ～ ・丸瀬布中央公民館）

11日
（日）

第22回森林浴・歩くスキーと語る夕べ「歩くスキー」（8:30 ～ ・特設コース）
第40回遠軽インドアソフトテニス大会（総合体育館）

12日
（月）

埋蔵文化財講演会(18:30 ～ ・遠軽町福祉センター）

13日
（火）

童話の時間りとる（11:00 ～・遠軽町図書館）

14日
（水）

第4期トレーニングマシンdeシェイプアップ教室（13:00 ～、15:00 ～・えんがる温水プール）
ニコライの英会話教室（19:00 ～・丸瀬布中央公民館）

15日
（木）

第4期健康づくりストレッチ教室（13:30 ～・えんがる温水プール）

16日
（金）

第４期町民水泳指導（10:00～・えんがる温水プール）
第4期トレーニングマシンdeシェイプアップ教室（13:00 ～、15:00 ～・えんがる温水プール）

17日
（土）

第4回中学生バスケットボールエンデバー大会（9:00～・総合体育館）
生田原地域ちびっ子レク・スポーツ大会（10:00 ～・生田原スポーツセンター）
絵本の読み聞かせ（10:30 ～・生田原図書館）
童話の時間（11:00 ～・遠軽町図書館）
第2期町民水中エアロビクス指導（17:00～・えんがる温水プール）

18日
（日）

19日
（月）

遠軽版・農業人フェア「農業における第三者経営継承シンポジウム」（13:00 ～遠軽町役場大会議室）

20日
（火）

遠軽版・農業人フェア「個別相談会」【23日まで】（9:00 ～遠軽町役場農政林務課内）

21日
（水）

第4期トレーニングマシンdeシェイプアップ教室（13:00 ～、15:00 ～・えんがる温水プール）

22日
（木）

第4期健康づくりストレッチ教室（13:30 ～・えんがる温水プール）
英会話教室（初級・中～上級）（19:00～・遠軽町教育委員会庁舎）

23日
（金）

第4期トレーニングマシンdeシェイプアップ教室（13:00 ～、15:00 ～・えんがる温水プール）

24日
（土）

遠紋ブロックＵ10フットサル大会（9:00～・総合体育館）
絵本の読み聞かせ（10:30 ～・丸瀬布生涯学習館）
童話の時間（11:00 ～・遠軽町図書館）

25日
（日）

子ども芸術劇場「風船の魔法使い公演」（13:30 ～・遠軽町福祉センター）

26日
（月）

犬ぞりと埋文センター体験ツアー（10:00 ～ ・白滝地域）

27日
（火）

童話の時間りとる（11:00 ～・遠軽町図書館）
入学前幼児水泳教室（13:30～、18:00～・えんがる温水プール）

28日
（水）

親と子の食事セミナー（10:00 ～ ・白滝地場産品加工施設）
入学前幼児水泳教室（13:30～、18:00～・えんがる温水プール）

29日
（木）

入学前幼児水泳教室（13:30～、18:00～・えんがる温水プール）

30日
（金）

入学前幼児水泳教室（13:30～、18:00～・えんがる温水プール）

31日
（土）

入学前幼児水泳教室（13:30～、18:00～・えんがる温水プール）

  月3
みんなのカレンダー
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新刊紹介
『エンディング・パラダイス』 

【佐江衆一】
　亡き父の遺言を果たすため、
南太平洋の島に遺骨収集の旅に
出た昭平。その地は村の人々が
原始的な生活をして平和に暮ら
す桃源郷だった。88歳の昭平は、
人生最後の時間を村で生きる決
心をするが…。

　

問

モモコとうさぎ【大島真寿美】海亀たち【加藤秀行】ナ
イス★エイジ【鴻

こうのいけ

池留
る

衣
い

】續
ぞく
 太
たい
閤
こう
私
し
記
き
【花

はな

村
むら

萬
まん

月
げつ

】焔
ほのお
【星

野智幸】愛が挟み撃ち【前田司郎】刑事の怒り【薬
やく

丸
まる

岳
がく

】
しょったれ半蔵【谷

や

津
つ

矢
や

車
ぐるま

】オンナの奥義【阿川佐和子
・大石静】にっぽんの履歴書【門

かど

井
い

慶
よし

喜
のぶ

】ルポ最期をど
う迎えるか【共同通信生活報道部】誰にも聞けない転
職の正解がわかる本【谷

や

所
どころ

健
けん

一
いち

郎
ろう

】ひとり暮らしレス
キューBOOK【成美堂出版編集部】基本の洋食【主婦の
友社】無農薬ではじめての家庭菜園【学研プラス】

３月「童話の時間」～遠軽町図書館～
■童話の時間　午前11時～ 11時30分
　遠軽町図書館では、絵本の読み聞かせ、紙芝居の後
に映画を上映しています。会場は遠軽町図書館の視聴
覚室です。親子でお気軽にお越しください。
３日　『オンバの皮』
10日　『発明コケッコーさん』ほ　　か
17日　『にじの鳥』
24日　『ねむるねこざかな』ほ　　か
31日　『小石の手紙』

■童話の時間りとる
　乳幼児向けに絵本の読み聞かせを行います。
　13日（火）・27日（火）　各日午前11時から

今
月
の
表
紙
は
、
２
月
３
日
に

遠
軽
青
年
会
議
所
の
主
催
で
行
わ

れ
た
第
３
回
え
ん
が
る
屋
台
村

「
雪ゆ

き

提ち
ょ
う

灯ち
ん

」の
様
子
で
す
。

　

会
場
と
な
っ
た
武
道
館
駐
車
場

と
通
称「
連
隊
通
り
」で
は
、
今
年

の
西
暦
に
ち
な
ん
だ
２
０
１
８
個

の
ス
ノ
ー
キ
ャ
ン
ド
ル
に
灯
が
と

も
さ
れ
る
と
、
来
場
者
た
ち
は
時

間
と
寒
さ
を
忘
れ
、
そ
の
柔
ら
か

な
灯
り
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
午
前
10
時
か
ら
屋
台
が

開
か
れ
た
ほ
か
、
巨
大
す
べ
り
台

や
瀬
戸
瀬
温
泉
の
足
湯
、
陸
上
自

衛
隊
遠
軽
駐
屯
地
の
協
力
に
よ
る

雪
上
車
の
体
験
乗
車
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
催
し
が
行
わ
れ
、
会
場
は
多

く
の
人
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
月
の
特
集
は「
子
育
て
・
孫

育
て
」。
育
児
も
子
と
孫
で
は
大

違
い
!?
し
か
し
、
世
代
の
違
い
は

あ
っ
て
も
、
子
ど
も
を
思
う
気
持

ち
は
一
緒
で
す
よ
ね
。

　

こ
れ
か
ら
進
学
や
転
勤
な
ど
で
町

外
に
転
出
さ
れ
る
方
で
、当
分
の
間
、

遠
軽
町
内
の
図
書
館
（
室
）
を
利
用

す
る
予
定
が
な
い
方
は
「
図
書
利
用

者
カ
ー
ド
」を
お
返
し
い
た
だ
く
か
、

電
話
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
町
内
で
の
転
居
や
氏
名
、

電
話
番
号
の
変
更
が
あ
っ
た
と
き

も
、
忘
れ
ず
に
図
書
館
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

新
刊
コ
ー
ナ
ー
の
ご
案
内

　

遠
軽
町
図
書
館
の
入
口
右
手
に
あ

る
「
新
刊
コ
ー
ナ
ー
」
に
は
、
受
入

後
２
か
月
以
内
の
新
刊
書
が
置
い
て

あ
り
ま
す
。
こ
の
ペ
ー
ジ
の
「
新
刊

紹
介
」
に
記
載
し
た
本
は
貸
出
し
に

３月「絵本の読み聞かせ」
■生田原図書館
　17日（土）　午前10時30分から
■丸瀬布図書室
　24日（土）　午前10時30分から

遠軽町図書館
（大通南４丁目）

3月21日（水）
祝日開館
3月23日（金）
臨時休館

な
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
、
見
当
た
ら
な
い
と
き
は
予
約
し

て
く
だ
さ
い
。
返
却
に
な
り
次
第
、

電
話
か
メ
ー
ル
で
お
知
ら
せ
い
た
し

ま
す
。

　

な
お
、
新
刊
コ
ー
ナ
ー
に
あ
る
本

に
は
黄
色
い
「
し
お
り
」
が
は
さ
ん

で
あ
り
ま
す
の
で
、
次
に
利
用
す
る

方
の
た
め
に
も
早
め
に
返
却
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、「
し
お
り
」
は
返

却
の
時
に
、
本
と
一
緒
に
お
返
し
く

だ
さ
い
。

転
出
・
転
居
さ
れ
る
方
へ

ねこざかな
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　亡き父の遺言を果たすため、
南太平洋の島に遺骨収集の旅に
出た昭平。その地は村の人々が
原始的な生活をして平和に暮ら
す桃源郷だった。88歳の昭平は、
人生最後の時間を村で生きる決
心をするが…。

モモコとうさぎ
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